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[bookmark: _Toc98861049]Ⅰ　調査の概要
１　調査目的
南相馬市の人権に関する意識・実態等を把握し、人権が尊重されるまちづくりの推進と人権尊重に関する条例の制定に向けて、市民の皆様にご意見等をお聞きし、基礎資料とすることを目的として、調査を実施しました。

２　調査設計
　調査地域：市内全域
　調査対象者：18歳以上の市民3,000人（地区や年齢ごとの人数を考慮し対象者を無作為抽出）
　調査期間：令和４年１月24日～令和４年２月16日
　調査方法：郵送配布・郵送回収

３　回収結果
	配布数（件）
	有効回収数（件）
	有効回収率（％）

	3,000件
	1,353件
	45.1％



４　調査結果の見方
●回答結果の割合「％」は有効回収サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の読み取り文、グラフ、表においても反映しています。
●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％を超える場合があります。
●図表中の「ｎ（number of case）」は、有効回収サンプル数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当する人）を表しています。
●表で掲載しているものについては、「その他」・「不明・無回答」を除く、一番大きい値に網掛けをしています。
●性別の「その他」と年代別の「18～19歳」については、母数が少ないため、あくまで参考値として掲載しております。

[bookmark: _Toc98861050]Ⅱ　調査結果
１．最初に人権問題の全般についておたずねします
問１．あなたは、南相馬市では、一人ひとりの人権が尊重されていると感じますか。次の中から１つお選びください。
南相馬市では、一人ひとりの人権が尊重されていると感じるかについては、「どちらともいえない」が36.9％で最も高く、次いで「そう思う」が19.2％、「わからない」が17.8％となっています。
[bookmark: _Hlk98141349]性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、50～59歳で「そう思う」が最も低くなっており、60～69歳で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
さらに、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「そう思う」が高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ａ.女性に関する人権】
女性に関する人権については、「関心がある」が52.3％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が24.8％、「とても関心がある」が13.5％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。また、女性で「とても関心がある」と「関心がある」が男性よりもそれぞれ6.2%、５.0%高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、30～39歳で「とても関心がある」が全体よりも高くなっています。
さらに、30～39歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｂ.子どもに関する人権】
子どもに関する人権については、「関心がある」が51.1％で最も高く、次いで「とても関心がある」が21.6％、「どちらともいえない」が19.0％となっています。
[bookmark: _Hlk98159795]性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
[bookmark: _Hlk98142403]年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、30～39歳で「とても関心がある」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、18～19歳と30～39歳、40～49歳で「とても関心がある」が全体よりも高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｃ.高齢者に関する人権】
高齢者に関する人権については、「関心がある」が50.9％で最も高く、次いで「とても関心がある」が21.7％、「どちらともいえない」が18.9％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、20～29歳で「どちらともいえない」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「とても関心がある」が高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｄ.障がい者に関する人権】
障がい者に関する人権については、「関心がある」が50.3％で最も高く、次いで「とても関心がある」が22.2％、「どちらともいえない」が18.6％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、20～29歳で「どちらともいえない」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、60～69歳以上で年代が上がるにつれ「関心がある」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｅ.外国人に関する人権】
外国人に関する人権については、「どちらともいえない」が38.5％で最も高く、次いで「関心がある」が37.1％、「とても関心がある」が9.7％となっています。
性別にみると、男性で「関心がある」、女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳と70～79歳、80歳以上で「どちらともいえない」、それ以外の年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、70～79歳で「とても関心がある」が他の年代よりも低くなっています。
さらに、30～39歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｆ.インターネットやＳＮＳに関する人権】
インターネットやＳＮＳに関する人権については、「関心がある」が36.4％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が27.1％、「とても関心がある」が17.0％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から70～79歳までで「関心がある」、80歳以上で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳と30～39歳、40～49歳で「関心がある」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、30～39歳以上で年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
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※「ＳＮＳ」とは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、インターネットを通し、人と人との輪をつなげていくことを目的としたコミュニティ型のサービスをいいます。


問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｇ.性的マイノリティ(ＬＧＢＴ等)に関する人権】
性的マイノリティ(ＬＧＢＴ等)に関する人権については、「どちらともいえない」が37.4％で最も高く、次いで「関心がある」が32.4％、「関心がない」が12.0％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳と60～69歳で「関心がある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、30～39歳で「関心がある」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、40～49歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
[image: ]
※「ＬＧＢＴ」とは、以下の頭文字を組み合わせた言葉で、性的少数者（セクシュアルマイノリティ）を表す言葉の一つです。
	Ｌ　レズビアン（Lesbian）
	女性の同性愛者

	Ｇ　ゲイ（Gay）
	男性の同性愛者

	Ｂ　バイセクシュアル（Bisexual）
	両性愛者

	Ｔ　トランスジェンダー（Transgender）
	「心の性」と「身体の性」が一致しないため「身体の性」に違和感を持つ人


性的マイノリティには、ＬＧＢＴの方以外にも、男女どちらにも恋愛感情を抱かない人や、自分自身の性を決められない、分からない人等、様々な人がいます。

問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｈ.犯罪被害者とその家族に関する人権】
犯罪被害者とその家族に関する人権については、「関心がある」が41.8％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が32.1％、「とても関心がある」が14.4％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。また、男性で「関心がある」が女性よりも6.0%高くなっており、女性で「どちらともいえない」が男性よりも5.8%高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、20～29歳で「関心がない」が他の年代よりも高くなっています。
さらに、40～49歳以上で年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｉ.働く人に関する人権】
働く人に関する人権については、「関心がある」が51.2％で最も高く、次いで「とても関心がある」が23.4％、「どちらともいえない」が17.9％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、70～79歳で「関心がある」が全体よりも高くなっています。
さらに、30～39歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「とても関心がある」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｊ.新型コロナウイルス感染症に関する人権】
新型コロナウイルス感染症に関する人権については、「関心がある」が45.9％で最も高く、次いで「とても関心がある」が30.4％、「どちらともいえない」が16.6％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、40～49歳で「関心がある」が全体よりも高くなっています。
さらに、20～29歳で「関心がない」が全体よりも高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｋ.刑を終えて出所した人の人権】
刑を終えて出所した人の人権については、「どちらともいえない」が41.6％で最も高く、次いで「関心がある」が34.4％、「関心がない」が9.6％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳で「関心がある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳で「関心がない」が全体よりも高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｌ.人身取引被害者に関する人権】
人身取引被害者に関する人権については、「どちらともいえない」が37.8％で最も高く、次いで「関心がある」が35.4％、「とても関心がある」が10.1％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳と40～49歳で「関心がある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、30～39歳と40～49歳で「関心がある」、20～29歳で「関心がない」が全体よりも高くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｍ.ひきこもりに関する人権】
ひきこもりに関する人権については、「関心がある」が39.5％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が34.8％、「とても関心がある」が11.3％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳と40～49歳、60～69歳以上で「関心がある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、30～39歳で「関心がない」、40～49歳と70～79歳で「関心がある」が全体よりも高くなっています。
さらに、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「どちらともいえない」が低くなっています。
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問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｎ.同和問題（部落差別）】
同和問題（部落差別）については、「どちらともいえない」が37.0％で最も高く、次いで「関心がある」が36.1％、「とても関心がある」が10.2％となっています。
性別にみると、男性で「関心がある」、女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別をみると、30～39歳と40～49歳、70～79歳以上で「関心がある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳で「関心がない」が全体よりも高くなっています。
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※同和問題（部落差別）とは、人を「生まれ」や「住んでいる地域」を理由として差別する行為等で、
インターネットでの差別的な書込み、戸籍の不正取得、身元調査等が問題に挙げられています。


問２．人権問題に対するあなたの関心を教えてください。項目ごとに１つお選びください。
【Ｏ.東日本大震災等被災者に関する人権】
東日本大震災等被災者に関する人権については、「関心がある」が47.0％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が22.2％、「とても関心がある」が22.0％となっています。
性別にみると、男性と女性で「関心がある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「関心がある」が最も高くなっています。また、80歳以上で「とても関心がある」、20～29歳と50～59歳で「どちらともいえない」が全体よりも高くなっています。
さらに、50～59歳から80歳以上までで年代が上がるにつれ「関心がない」が低くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ａ.女性に関する人権】
女性に関する人権については、「多少ある」が46.6％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が22.5％、「おおいにある」が12.3％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「多少ある」が最も高くなっています。また、30～39歳と50～59歳で「多少ある」、20～29歳で「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、50～59歳で「多少ある」が他の年代よりも高くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｂ.子どもに関する人権】
子どもに関する人権については、「多少ある」が36.9％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が31.7％、「ほとんどない」が13.6％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、50～59歳以上で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、50～59歳で「多少ある」が全体よりも高くなっています。さらに、50歳～59歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が高くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｃ.高齢者に関する人権】
高齢者に関する人権については、「多少ある」が37.5％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が31.1％、「おおいにある」が12.5％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、50～59歳以上で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、80歳以上で「おおいにある」が全体よりも高くなっています。
さらに、40～49歳以上で年代が上がるにつれ「どちらともいえない」が低くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｄ.障がい者に関する人権】
障がい者に関する人権については、「多少ある」が40.7％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が23.3％、「おおいにある」が19.7％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「多少ある」が最も高くなっています。また、30～39歳と50～59歳で「多少ある」が全体よりも高くなっています。
さらに、40～49歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｅ.外国人に関する人権】
外国人に関する人権については、「多少ある」が35.8％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が34.9％、「おおいにある」が11.1％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳から60～69歳までで「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、30～39歳と40～49歳で「おおいにある」が全体よりも高くなっています。
さらに、30～39歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｆ.インターネットやＳＮＳに関する人権】
インターネットやＳＮＳに関する人権については、「どちらともいえない」が33.9％で最も高く、次いで「多少ある」が30.2％、「おおいにある」が17.5％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳と50～59歳で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、40～49歳と50～59歳で「おおいにある」、80歳以上で「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、30～39歳で「多少ある」が他の年代よりも高くなっており、40～49歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。

[image: ]

※「ＳＮＳ」とは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、インターネットを通し、人と人との輪をつなげていくことを目的としたコミュニティ型のサービスをいいます。


問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｇ.性的マイノリティ(ＬＧＢＴ等)に関する人権】
性的マイノリティ(ＬＧＢＴ等)に関する人権については、「どちらともいえない」が36.0％で最も高く、次いで「多少ある」が29.9％、「おおいにある」が16.0％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳と40～49歳で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳から40～49歳までで「おおいにある」、80歳以上で「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、30～39歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。
[image: ]
※「ＬＧＢＴ」とは、以下の頭文字を組み合わせた言葉で、性的少数者（セクシュアルマイノリティ）を表す言葉の一つです。
	Ｌ　レズビアン（Lesbian）
	女性の同性愛者

	Ｇ　ゲイ（Gay）
	男性の同性愛者

	Ｂ　バイセクシュアル（Bisexual）
	両性愛者

	Ｔ　トランスジェンダー（Transgender）
	「心の性」と「身体の性」が一致しないため「身体の性」に違和感を持つ人


性的マイノリティには、ＬＧＢＴの方以外にも、男女どちらにも恋愛感情を抱かない人や、自分自身の性を決められない、分からない人等、様々な人がいます。

問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｈ.犯罪被害者とその家族に関する人権】
犯罪被害者とその家族に関する人権については、「多少ある」が34.4％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が34.3％、「おおいにある」が15.5％となっています。
性別にみると、男性で「多少ある」、女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、40～49歳と70～79歳以上で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、50～59歳で「おおいにある」が全体よりも高くなっています。
さらに、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。

[image: ]


問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｉ.働く人に関する人権】
働く人に関する人権については、「多少ある」が40.7％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が28.5％、「おおいにある」が14.0％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳以上で「多少ある」が最も高くなっています。また、20～29歳と40～49歳で「どちらともいえない」が全体よりも高く、20～29歳と80歳以上で「多少ある」が全体よりも低くなっています。
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[bookmark: _Hlk94108441]問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｊ.新型コロナウイルス感染症に関する人権】
新型コロナウイルス感染症に関する人権については、「多少ある」が38.7％で最も高く、次いで「おおいにある」が25.9％、「どちらともいえない」が21.4％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳で「おおいにある」、それ以外の年代で「多少ある」が最も高くなっています。また、20～29歳で「ほとんどない」、30～39歳で「おおいにある」、50～59歳で「多少ある」が全体よりも高くなっています。
さらに、40～49歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「ほとんどない」が高くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｋ.刑を終えて出所した人の人権】
刑を終えて出所した人の人権については、「どちらともいえない」が36.7％で最も高く、次いで「多少ある」が33.1％、「おおいにある」が14.4％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、70～79歳で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳で「どちらともいえない」と「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。

[image: ]


[bookmark: _Hlk94108520]問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｌ.人身取引被害者に関する人権】
人身取引被害者に関する人権については、「どちらともいえない」が43.5％で最も高く、次いで「多少ある」が27.4％、「おおいにある」が10.8％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳で「ほとんどない」、60～69歳で「多少ある」が全体よりも高くなっています。
さらに、60～69歳で「多少ある」が他の年代よりも高くなっており、40歳～49歳以上で年代が上がるにつれ「おおいにある」が低くなっています。
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問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｍ.ひきこもりに関する人権】
ひきこもりに関する人権については、「どちらともいえない」が36.4％で最も高く、次いで「多少ある」が36.4％、「おおいにある」が10.9％となっています。
性別にみると、男性で「多少ある」、女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、60～69歳以上で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、20～29歳と30～39歳、50～59歳で「どちらともいえない」が全体よりも高くなっており、20～29歳で「多少ある」が全体よりも低くなっています。

[image: ]


問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｎ.同和問題（部落差別）】
同和問題（部落差別）については、「どちらともいえない」が41.3％で最も高く、次いで「多少ある」が28.9％、「ほとんどない」が13.3％となっています。
性別にみると、男性と女性で「どちらともいえない」が最も高くなっています。
年代別にみると、80歳以上で「多少ある」、それ以外の年代で「どちらともいえない」が最も高くなっています。また、40～49歳と50～59歳で「どちらともいえない」、20～29歳と80歳以上で「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、20～29歳で「おおいにある」が他の年代よりも低くなっており、50～59歳以上で年代が上がるにつれ「ほとんどない」が高くなっています。

[image: ]
※同和問題（部落差別）とは、人を「生まれ」や「住んでいる地域」を理由として差別する行為等で、
インターネットでの差別的な書込み、戸籍の不正取得、身元調査等が問題に挙げられています。


問３．それぞれの人権問題について、現在、あなたは差別があると思いますか。項目ごとに１つお選びください。【Ｏ.東日本大震災等の被災者に関する人権】
東日本大震災等の被災者に関する人権については、「多少ある」が38.2％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が27.6％、「おおいにある」が17.2％となっています。
性別にみると、男性と女性で「多少ある」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳以外で「多少ある」が最も高くなっています。また、60～69歳で「多少ある」が全体よりも高くなっており、20～29歳で「ほとんどない」が全体よりも高くなっています。
さらに、20～29歳と80歳以上で「多少ある」が他の年代よりも低くなっており、50～59歳から70～79歳までで年代が上がるにつれ「ほとんどない」が高くなっています。
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問４．これまで自分やご家族が人権を侵害されたと思ったことのある方は、次の中から侵害された項目を３つまでお選びください。
これまで自分やご家族が人権を侵害されたと思ったことがあるかについては、「特にない」が36.9％で最も高く、次いで「東日本大震災等の被災者であること」が25.9％、「パワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)」が17.4％となっています。
様々な場面で人権侵害を感じていることがみられます。特に「東日本大震災等の被災者であること」や「パワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)」が高く、関係機関との連携を図りながら、支援の在り方や被害にあった人への救済措置等について検討を進めていくことが必要です。

[image: ]


性別にみると、男性と女性で「特にない」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳と30～39歳で「パワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)」、40～49歳で「東日本大震災等の被災者であること」と「特にない」、50～59歳以上で「特にない」が最も高くなっています。また、40～49歳で「プライバシー侵害に関すること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	差別待遇（性別、信条、人種、社会的身分、学歴等）
	子どものいじめや虐待・暴力
	高齢者差別に関すること
	障がい者差別に関すること
	プライバシー侵害に関すること
	パワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)
	セクシュアルハラスメント(性的嫌がらせ)
	配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）
	ひとり親であること又は両親がいないこと

	性別
	男性
	582
	12.9
	11.2
	6.2
	7.2
	12.9
	19.2
	1.4
	2.1
	3.1

	
	女性
	738
	16.0
	13.1
	6.2
	7.5
	13.1
	16.3
	4.3
	4.3
	4.7

	
	その他
	7
	28.6
	0.0
	0.0
	14.3
	28.6
	0.0
	14.3
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	0.0
	4.8
	9.5
	0.0
	4.8
	0.0
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	20.5
	15.1
	0.0
	6.8
	12.3
	28.8
	4.1
	2.7
	2.7

	
	30～39歳
	92
	21.7
	14.1
	3.3
	6.5
	12.0
	32.6
	5.4
	6.5
	2.2

	
	40～49歳
	160
	21.3
	13.8
	3.8
	8.1
	19.4
	23.1
	7.5
	3.1
	3.1

	
	50～59歳
	178
	15.2
	16.3
	3.4
	7.3
	14.0
	21.9
	6.2
	1.1
	5.1

	
	60～69歳
	309
	16.2
	11.3
	5.5
	8.1
	14.2
	20.7
	1.6
	4.9
	5.8

	
	70～79歳
	324
	10.5
	10.5
	10.2
	7.1
	11.4
	10.2
	1.2
	2.8
	3.4

	
	80歳以上
	169
	7.7
	10.7
	9.5
	6.5
	10.1
	4.7
	0.6
	3.0
	4.1



	単位（％）
	n（人）
	結婚（独身、事実婚等）
	特定の人にしつこくつきまとわれる
	収入・財産等に関すること
	新型コロナウイルス感染症に関すること
	インターネットを悪用し、差別的な情報を掲載された
	[bookmark: _Hlk98163229]東日本大震災等の被災者であること
	その他
	特にない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	5.2
	2.2
	8.9
	4.6
	2.2
	23.0
	1.0
	40.4
	8.6

	
	女性
	737
	4.9
	2.7
	7.5
	5.3
	1.6
	28.5
	1.4
	34.6
	9.8

	
	その他
	7
	0.0
	14.3
	14.3
	0.0
	0.0
	42.9
	14.3
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0
	0.0
	9.5
	0.0
	0.0
	38.1
	0.0
	38.1
	19.0

	
	20～29歳
	73
	9.6
	1.4
	11.0
	8.2
	8.2
	26.0
	2.7
	28.8
	2.7

	
	30～39歳
	92
	7.6
	2.2
	3.3
	3.3
	4.3
	18.5
	0.0
	29.3
	6.5

	
	40～49歳
	160
	10.6
	5.6
	7.5
	2.5
	3.8
	27.5
	1.3
	27.5
	6.9

	
	50～59歳
	178
	7.3
	1.1
	7.9
	6.2
	1.7
	31.5
	1.1
	32.0
	6.2

	
	60～69歳
	309
	3.2
	1.6
	8.7
	3.6
	0.6
	27.2
	1.3
	36.6
	8.1

	
	70～79歳
	324
	2.5
	2.8
	7.4
	5.9
	0.6
	23.1
	1.2
	44.8
	12.0

	
	80歳以上
	169
	2.4
	3.6
	10.7
	7.1
	1.2
	26
	1.8
	44.4
	14.2




２．女性の人権についておたずねします
問５．女性に関することで、人権上、特に問題だと思うのは次のうちどれですか。次の中から３つまでお選びください。
女性に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「職場における差別扱い（性別、採用、仕事内容、昇給・昇格等）」が51.0％で最も高く、次いで『「男は仕事、女は家庭」といった考え方』が42.6％、「テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ等によるわいせつな映像・写真・情報」が23.3％となっています。
[bookmark: _Hlk98328500]女性の社会参加に対して問題意識が高くみられます。性別にとらわれず、個人として尊重される社会が実現されるよう人権教育や啓発に取り組んでいくことが求められています。
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※「ＳＮＳ」とは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、インターネットを通し、人と人との輪をつなげていくことを目的としたコミュニティ型のサービスをいいます。



性別にみると、男性と女性で「職場における差別扱い（性別、採用、仕事内容、昇給・昇格等）」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳から70～79歳までで「職場における差別扱い（性別、採用、仕事内容、昇給・昇格等）」、20～29歳で「「男は仕事、女は家庭」といった考え方」、80歳以上で「特にない」が最も高くなっています。また、20～29歳で「職場や学校等における性的いやがらせ」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	「男は仕事、女は家庭」といった考え方
	職場における差別扱い（性別、採用、仕事内容、昇給・昇格等）
	職場や学校等における性的いやがらせ
	配偶者やパートナーからの暴力
	売春・買春（援助交際も含む）
	テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ等によるわいせつな映像・写真・情報
	その他
	特にない
	わからない

	性別
	男性
	582
	44.2
	48.3
	22.2
	21.3
	14.9
	20.1
	1.4
	21.6
	11.0

	
	女性
	738
	42.1
	53.9
	20.2
	24.7
	14.1
	26.4
	2.4
	17.3
	8.7

	
	その他
	7
	28.6
	57.1
	42.9
	42.9
	14.3
	0.0
	14.3
	42.9
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	38.1
	66.7
	38.1
	28.6
	9.5
	14.3
	0.0
	0.0
	4.8

	
	20～29歳
	73
	58.9
	56.2
	38.4
	26.0
	11.0
	17.8
	6.8
	9.6
	5.5

	
	[bookmark: _Hlk98163448]30～39歳
	92
	48.9
	67.4
	27.2
	32.6
	18.5
	15.2
	4.3
	8.7
	6.5

	
	40～49歳
	160
	38.1
	61.3
	28.1
	30.0
	18.8
	21.9
	1.9
	9.4
	6.3

	
	50～59歳
	178
	42.7
	59.6
	23.6
	24.7
	16.9
	24.2
	1.1
	13.5
	4.5

	
	60～69歳
	309
	48.2
	54.0
	19.4
	23.3
	16.5
	27.8
	1.0
	15.2
	9.4

	
	70～79歳
	324
	40.4
	40.7
	14.8
	17.3
	10.2
	24.7
	1.9
	28.1
	13.0

	
	80歳以上
	169
	33.7
	36.7
	14.2
	19.5
	12.4
	22.5
	1.8
	39.1
	16.6



	単位（％）
	n
（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	4.6

	
	女性
	738
	4.2

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	4.8

	
	20～29歳
	73
	0.0

	
	30～39歳
	92
	4.3

	
	40～49歳
	160
	1.9

	
	50～59歳
	178
	3.9

	
	60～69歳
	309
	2.9

	
	70～79歳
	324
	7.1

	
	80歳以上
	169
	5.9




問６．女性の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
女性の人権を守るために、必要なことについては、「女性が働きやすい社会システムにする」が59.5％で最も高く、次いで「男女平等や性についての教育を充実する」が33.6％、「女性が被害者になる犯罪の取り締まりを強化する」が30.5％となっています。
[bookmark: _Hlk98328507]女性が働きやすい環境づくりを目指し、事業所等へ男女共同参画の意識醸成を図るため、啓発を進めていくとともに、就労に関する相談体制の充実等が求められています。
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性別にみると、男性と女性で「女性が働きやすい社会システムにする」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「女性が働きやすい社会システムにする」が最も高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	啓発活動の推進や相談体制を充実する
	男女平等や性についての教育を充実する
	女性が働きやすい社会システムにする
	管理職等への配置について女性を積極的に登用する
	暴力等の被害から逃れるための避難場所を整える
	女性が被害者になる犯罪の取り締まりを強化する
	テレビ、雑誌等のメディアが内容を配慮する
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	30.8
	32.8
	57.6
	25.8
	17.7
	31.3
	18.7
	2.9
	10.1

	
	女性
	738
	30.6
	34.7
	61.9
	20.3
	22.8
	30.5
	19.9
	2.7
	7.5

	
	その他
	7
	14.3
	28.6
	42.9
	28.6
	71.4
	28.6
	14.3
	14.3
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	23.8
	38.1
	57.1
	28.6
	28.6
	19.0
	0.0
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	30.1
	41.1
	68.5
	31.5
	24.7
	32.9
	15.1
	8.2
	4.1

	
	30～39歳
	92
	28.3
	40.2
	57.6
	19.6
	29.3
	35.9
	18.5
	5.4
	7.6

	
	40～49歳
	160
	21.3
	28.7
	66.9
	20.0
	31.9
	33.1
	15.6
	3.1
	5.0

	
	50～59歳
	178
	25.3
	37.6
	65.7
	19.7
	23.0
	36.5
	14.0
	3.9
	4.5

	
	60～69歳
	309
	34.3
	40.5
	62.1
	20.4
	23.0
	28.2
	24.3
	1.3
	7.1

	
	70～79歳
	324
	33.3
	27.2
	53.1
	23.5
	12.0
	26.5
	22.8
	1.5
	13.6

	
	80歳以上
	169
	34.9
	29.0
	54.4
	29.0
	12.4
	33.1
	17.8
	3.0
	13.6



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	7.6
	4.1

	
	女性
	738
	7.5
	3.9

	
	その他
	7
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	4.8

	
	20～29歳
	73
	5.5
	0.0

	
	30～39歳
	92
	4.3
	4.3

	
	40～49歳
	160
	7.5
	3.1

	
	50～59歳
	178
	5.6
	2.8

	
	60～69歳
	309
	5.2
	2.9

	
	70～79歳
	324
	10.2
	5.9

	
	80歳以上
	169
	11.8
	5.3







３．子どもの人権についておたずねします
問７．子どもに関することで、人権上、特に問題があると思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
子どもに関することで、人権上、特に問題があると思うことについては、「仲間はずれや無視、暴力やいやがらせ等のいじめをすること」が68.7％で最も高く、次いで「いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをすること」が55.4％、「親が子どもに体罰をくわえたり、育児放棄等をすること」が53.1％となっています。
子どものいじめや虐待に対して問題意識が高くみられます。保護者による体罰など家庭外から見えづらい場所で起きる人権侵害に対応できるよう、関係機関等との連携を強化していくとともに、各教育機関での人権教育の徹底が求められています。
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性別にみると、男性と女性で「仲間はずれや無視、暴力やいやがらせ等のいじめをすること」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「仲間はずれや無視、暴力やいやがらせ等のいじめをすること」が最も高くなっています。また、50～59歳で「教師が子どもに体罰をくわえたり、言葉による暴力を使ったりすること」が他の年代よりも低くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	仲間はずれや無視、暴力やいやがらせ等のいじめをすること
	いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをすること
	親が子どもに体罰をくわえたり、育児放棄等をすること
	教師が子どもに体罰をくわえたり、言葉による暴力を使ったりすること
	児童買春や児童ポルノ等有害な情報があること
	インターネット・携帯電話等子どもをとりまく有害な情報が発信されていること
	その他
	特にない
	わからない

	性別
	男性
	582
	68.9
	58.8
	50.2
	23.9
	12.2
	30.2
	1.2
	6.0
	4.3

	
	女性
	738
	69.8
	53.1
	56.1
	30.2
	11.0
	32.2
	2.7
	4.1
	4.7

	
	その他
	7
	57.1
	71.4
	57.1
	14.3
	28.6
	14.3
	14.3
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	76.2
	66.7
	61.9
	23.8
	9.5
	19.0
	4.8
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	72.6
	52.1
	67.1
	31.5
	2.7
	24.7
	1.4
	5.5
	1.4

	
	30～39歳
	92
	75.0
	56.5
	62.0
	28.3
	15.2
	23.9
	3.3
	2.2
	2.2

	
	40～49歳
	160
	70.6
	53.1
	65.6
	28.7
	13.1
	25.0
	3.8
	3.8
	3.1

	
	50～59歳
	178
	72.5
	57.9
	56.7
	20.2
	14.0
	34.3
	2.8
	3.9
	2.8

	
	60～69歳
	309
	69.6
	55.0
	52.4
	25.2
	12.0
	36.9
	1.3
	3.6
	4.5

	
	70～79歳
	324
	66.7
	59.6
	43.5
	28.7
	9.0
	31.8
	1.2
	6.2
	6.8

	
	80歳以上
	169
	63.3
	49.1
	47.9
	32.5
	13.6
	31.4
	2.4
	10.7
	6.5



	単位（％）
	n
（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	3.8

	
	女性
	738
	3.3

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	4.8

	
	20～29歳
	73
	0.0

	
	30～39歳
	92
	3.3

	
	40～49歳
	160
	1.3

	
	50～59歳
	178
	2.2

	
	60～69歳
	309
	2.6

	
	70～79歳
	324
	6.2

	
	80歳以上
	169
	4.7












問８．子どもの人権を守るために必要なことは、どのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
子どもの人権を守るために必要なことについては、「自分を大切にし、また、他人も大切にする思いやりを教える」が64.2％で最も高く、次いで「家庭内の人間関係を安定させる」が40.9％、「児童虐待の発見や、その解決のための体制づくりを進める」が37.3％となっています。
子どもに向けて、人権尊重の心を育てる教育や大人への人権意識向上のための人権教育、啓発を推進していくことが必要です。また、悩みごとを抱える人が気軽に話せる相談支援の体制づくりを進めていくことが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「自分を大切にし、また、他人も大切にする思いやりを教える」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「自分を大切にし、また、他人も大切にする思いやりを教える」が最も高くなっています。また、50～59歳で「インターネット等の有害情報への規制を強化する」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	啓発活動や相談体制を充実させる
	体罰・言葉による暴力の禁止を徹底する
	家庭内の人間関係を安定させる
	自分を大切にし、また、他人も大切にする思いやりを教える
	子どもが被害者となる犯罪の取り締まりを強化する
	インターネット等の有害情報への規制を強化する
	児童虐待の発見や、その解決のための体制づくりを進める
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	35.7
	29.4
	38.7
	61.3
	28.5
	25.1
	36.9
	2.2
	3.8

	
	女性
	738
	30.1
	27.9
	43.5
	67.2
	25.5
	27.6
	37.9
	0.9
	2.7

	
	その他
	7
	42.9
	28.6
	42.9
	42.9
	28.6
	14.3
	42.9
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	38.1
	42.9
	23.8
	61.9
	19.0
	28.6
	33.3
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	23.3
	26.0
	46.6
	64.4
	28.8
	16.4
	39.7
	6.8
	2.7

	
	30～39歳
	92
	23.9
	31.5
	44.6
	66.3
	33.7
	25.0
	40.2
	4.3
	1.1

	
	40～49歳
	160
	27.5
	25.6
	38.8
	54.4
	36.9
	26.9
	41.9
	1.9
	4.4

	
	50～59歳
	178
	27.5
	23.0
	40.4
	61.2
	24.7
	34.8
	45.5
	1.7
	2.8

	
	60～69歳
	309
	37.9
	24.9
	39.8
	64.7
	26.9
	28.8
	41.4
	0.6
	2.3

	
	70～79歳
	324
	34.6
	32.7
	40.4
	67.9
	21.9
	26.5
	29.6
	0.3
	4.0

	
	80歳以上
	169
	37.3
	33.1
	47.3
	69.2
	25.4
	17.8
	30.2
	1.2
	5.3



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	3.3
	3.6

	
	女性
	738
	3.0
	3.0

	
	その他
	7
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0
	4.8

	
	20～29歳
	73
	4.1
	0.0

	
	30～39歳
	92
	2.2
	3.3

	
	40～49歳
	160
	2.5
	1.3

	
	50～59歳
	178
	2.8
	1.1

	
	60～69歳
	309
	2.6
	2.6

	
	70～79歳
	324
	3.7
	5.9

	
	80歳以上
	169
	4.7
	4.7




４．高齢者の人権についておたずねします
問９．高齢者に関することで、人権上、特に問題だと思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
高齢者に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「在宅で生活する場合の支援が十分でないこと」が48.4％で最も高く、次いで「病院や福祉施設の介護サービスが十分でないこと」が42.3％、「働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと」が37.7％となっています。
在宅で利用できる支援制度や介護サービスの提供体制、高齢者向けの就労機会の提供に対して問題意識が高くみられます。福祉サービス提供事業所等と連携して、ニーズに合ったサービス提供の強化や就労機会の充実が求められています。

[image: ]


性別にみると、男性と女性で「在宅で生活する場合の支援が十分でないこと」が最も高くなっています。
年代別にみると、30～39歳で「病院や福祉施設の介護サービスが十分でないこと」、それ以外の年代で「在宅で生活する場合の支援が十分でないこと」が最も高くなっています。また、20～29歳で「道路や建物の段差等により外出に支障があること」、50～59歳で「在宅で生活する場合の支援が十分でないこと」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと
	病院や福祉施設の介護サービスが十分でないこと
	高齢者をじゃま者扱いし、意見や行動を尊重しないこと
	在宅で生活する場合の支援が十分でないこと
	道路や建物の段差等により外出に支障があること
	賃貸の住宅（アパート等）への入居がむずかしいこと
	スポーツ、文化・地域活動等への参加する機会が少ないこと
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	40.0
	43.6
	29.9
	45.5
	16.2
	15.6
	11.2
	1.7
	13.9

	
	女性
	738
	36.2
	42.3
	30.2
	51.6
	18.4
	14.5
	14.1
	2.8
	8.8

	
	その他
	7
	28.6
	14.3
	28.6
	14.3
	28.6
	14.3
	0.0
	14.3
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	38.1
	52.4
	23.8
	38.1
	19.0
	4.8
	4.8
	0.0
	9.5

	
	20～29歳
	73
	35.6
	41.1
	31.5
	46.6
	31.5
	20.5
	13.7
	5.5
	6.8

	
	30～39歳
	92
	39.1
	43.5
	35.9
	43.5
	17.4
	15.2
	10.9
	3.3
	5.4

	
	40～49歳
	160
	44.4
	42.5
	31.9
	49.4
	16.9
	16.9
	3.1
	3.1
	6.9

	
	50～59歳
	178
	43.8
	48.9
	24.7
	64.6
	14.0
	16.9
	10.1
	1.1
	4.5

	
	60～69歳
	309
	38.8
	47.9
	31.7
	52.1
	17.8
	14.9
	10.7
	1.0
	8.7

	
	70～79歳
	324
	34.0
	38.3
	28.4
	43.2
	14.5
	14.2
	19.8
	2.2
	15.7

	
	80歳以上
	169
	30.8
	35.5
	30.2
	41.4
	20.7
	11.8
	16.6
	4.1
	21.9



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	6.7
	4.1

	
	女性
	738
	6.4
	3.1

	
	その他
	7
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	4.8

	
	20～29歳
	73
	5.5
	1.4

	
	30～39歳
	92
	9.8
	3.3

	
	40～49歳
	160
	10.0
	1.3

	
	50～59歳
	178
	5.1
	1.1

	
	60～69歳
	309
	4.2
	3.6

	
	70～79歳
	324
	6.8
	4.9

	
	80歳以上
	169
	7.1
	6.5




問10．高齢者の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
高齢者の人権を守るために、必要なことについては、「自立して生活しやすいまちづくりを進める」が53.7％で最も高く、次いで「高齢者に配慮した防犯・防災対策を進める」が39.0％、「病院の看護や福祉施設での対応を改善する」が37.4％となっています。
高齢者が安心して暮らせるために、自立して生活ができるよう介護サービスの充実が必要です。また、関係機関等と連携した防犯・防災の情報提供等の取り組みが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「自立して生活しやすいまちづくりを進める」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「自立して生活しやすいまちづくりを進める」が最も高くなっています。また、20～29歳で「高齢者に配慮した防犯・防災対策を進める」、50～59歳で「病院の看護や福祉施設での対応を改善する」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	啓発活動や相談体制を充実させる
	就業機会を増やす
	自立して生活しやすいまちづくりを進める
	他の世代との交流を進める
	財産を守るための公的サービスを充実させる
	高齢者に配慮した防犯・防災対策を進める
	病院の看護や福祉施設での対応を改善する
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	30.9
	27.0
	50.5
	28.4
	13.2
	36.4
	35.7
	2.1
	8.4

	
	女性
	738
	29.1
	21.7
	57.0
	28.7
	11.4
	41.3
	40.1
	2.6
	4.7

	
	その他
	7
	28.6
	28.6
	14.3
	14.3
	0.0
	57.1
	14.3
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0
	19.0
	33.3
	47.6
	14.3
	47.6
	42.9
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	21.9
	21.9
	53.4
	32.9
	11.0
	49.3
	41.1
	6.8
	6.8

	
	30～39歳
	92
	20.7
	30.4
	46.7
	31.5
	18.5
	35.9
	39.1
	3.3
	4.3

	
	40～49歳
	160
	26.3
	28.7
	50.0
	30.6
	10.0
	32.5
	36.3
	4.4
	5.6

	
	50～59歳
	178
	21.3
	34.8
	56.7
	26.4
	15.7
	38.8
	46.1
	1.1
	3.4

	
	60～69歳
	309
	34.3
	23.6
	55.0
	30.1
	12.9
	35.3
	41.1
	1.3
	4.2

	
	70～79歳
	324
	34.3
	18.2
	57.4
	22.2
	11.1
	42.0
	34.9
	0.9
	8.6

	
	80歳以上
	169
	38.5
	17.8
	52.7
	32.0
	8.3
	44.4
	29.0
	4.1
	12.4



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	5.8
	3.8

	
	女性
	738
	5.3
	3.1

	
	その他
	7
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	4.8

	
	20～29歳
	73
	5.5
	0.0

	
	30～39歳
	92
	6.5
	4.3

	
	40～49歳
	160
	8.1
	1.3

	
	50～59歳
	178
	3.9
	1.7

	
	60～69歳
	309
	4.5
	3.2

	
	70～79歳
	324
	6.2
	4.9

	
	80歳以上
	169
	4.7
	5.3




５．障がいのある人の人権についておたずねします
問11．障がいのある人に関することで、人権上、特に問題だと思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
障がいのある人に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「就労の機会不足や就職活動、職場において不利な扱いを受けること」が52.4％で最も高く、次いで「交通機関、道路、建物等の利用に支障があること」が45.9％、「差別的言動があること」が33.0％となっています。
障がいのある人の就労と生活環境に対して問題意識が高いことがみられます。専門機関等と連携しながら就労機会の充実を進めていくとともに、障がいを持つ人が利用しやすい施設の整備が求められています。
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性別にみると、男性と女性で「就労の機会不足や就職活動、職場において不利な扱いを受けること」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から60～69歳までで「就労の機会不足や就職活動、職場において不利な扱いを受けること」、70～79歳以上で「交通機関、道路、建物等の利用に支障があること」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「意見や行動が尊重されないこと（結婚、就職等に際しての周囲の反対等）」と「差別的言動があること」、30～39歳で「差別的言動があること」、80歳以上で「スポーツ、文化・地域活動等への参加する機会が少ないこと」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	交通機関、道路、建物等の利用に支障があること
	就労の機会不足や就職活動、職場において不利な扱いを受けること
	病院や福祉施設内でサービスが十分でないこと
	意見や行動が尊重されないこと（結婚、就職等に際しての周囲の反対等）
	スポーツ、文化・地域活動等への参加する機会が少ないこと
	在宅で生活する場合のサービスが十分でないこと
	差別的言動があること
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	47.3
	54.6
	18.0
	23.0
	16.7
	23.4
	29.7
	2.2
	7.7

	
	女性
	738
	45.9
	51.4
	16.4
	19.8
	12.7
	27.0
	36.2
	0.8
	5.8

	
	その他
	7
	57.1
	57.1
	0.0
	14.3
	0.0
	0.0
	28.6
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	19.0
	52.4
	9.5
	42.9
	19.0
	14.3
	71.4
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	41.1
	63.0
	12.3
	37.0
	9.6
	17.8
	53.4
	2.7
	4.1

	
	30～39歳
	92
	38.0
	62.0
	16.3
	22.8
	5.4
	16.3
	52.2
	2.2
	4.3

	
	40～49歳
	160
	41.9
	57.5
	17.5
	25.0
	8.1
	18.1
	40.6
	1.9
	5.0

	
	50～59歳
	178
	46.1
	62.9
	16.9
	20.8
	10.1
	31.5
	31.5
	1.7
	3.9

	
	60～69歳
	309
	49.2
	59.2
	15.2
	20.7
	13.6
	23.9
	36.2
	1.3
	3.9

	
	70～79歳
	324
	50.3
	43.8
	18.2
	16.4
	17.6
	28.7
	21.3
	0.6
	11.1

	
	80歳以上
	169
	49.1
	33.7
	21.3
	17.2
	26.0
	31.4
	21.9
	1.8
	11.2



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	11.9
	1.5

	
	女性
	738
	14.9
	3.4

	
	その他
	7
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	4.8
	0.0

	
	20～29歳
	73
	6.8
	2.7

	
	30～39歳
	92
	13.0
	0.0

	
	40～49歳
	160
	13.8
	0.0

	
	50～59歳
	178
	10.1
	1.7

	
	60～69歳
	309
	12.9
	1.9

	
	70～79歳
	324
	17.0
	3.7

	
	80歳以上
	169
	17.2
	6.5




問12．障がいのある人の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
障がいのある人の人権を守るために、必要なことについては、「学校教育の中で、障がいのある人について理解する教育を充実させる」が56.1％で最も高く、次いで「安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する」が48.6％、「就業機会を確保する」が39.9％となっています。
障がいのある人の社会参加への支援体制の強化や正しい理解と認識を深めるための教育及び啓発が必要です。また、公共施設等をはじめとするバリアフリー化及びユニバーサルデザイン化を推進していくことが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「学校教育の中で、障がいのある人について理解する教育を充実させる」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳で「安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する」、30～39歳以上で「学校教育の中で、障がいのある人について理解する教育を充実させる」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する」、80歳以上で「障がい者に配慮した防犯・防災対策を進める」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	啓発活動や相談体制を充実させる
	就業機会を確保する
	学校教育の中で、障がいのある人について理解する教育を充実させる
	スポーツや文化活動等に参加しやすくする
	[bookmark: _Hlk98166496]安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する
	権利と財産を守るための公的サービスの利用を進める
	障がい者に配慮した防犯・防災対策を進める
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	34.2
	39.3
	56.2
	16.2
	46.4
	12.5
	26.1
	1.5
	6.2

	
	女性
	738
	27.8
	41.1
	56.8
	11.7
	51.8
	13.8
	29.3
	2.0
	3.1

	
	その他
	7
	0.0
	42.9
	42.9
	14.3
	28.6
	28.6
	14.3
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	28.6
	33.3
	66.7
	28.6
	33.3
	9.5
	14.3
	0.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	21.9
	46.6
	58.9
	12.3
	61.6
	9.6
	26.0
	6.8
	4.1

	
	30～39歳
	92
	26.1
	47.8
	60.9
	7.6
	45.7
	18.5
	25.0
	2.2
	5.4

	
	40～49歳
	160
	23.8
	45.6
	52.5
	7.5
	48.8
	15.0
	25.0
	2.5
	5.0

	
	50～59歳
	178
	25.3
	46.1
	57.3
	12.4
	52.2
	20.2
	21.3
	2.8
	3.9

	
	60～69歳
	309
	34.0
	40.5
	57.3
	13.3
	50.5
	14.9
	29.1
	1.0
	1.6

	
	70～79歳
	324
	33.6
	36.4
	54.6
	15.4
	50.6
	9.0
	29.3
	0.9
	6.5

	
	80歳以上
	169
	36.7
	30.2
	55.6
	20.1
	39.1
	9.5
	36.7
	1.2
	6.5



	単位（％）
	n
（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	9.8
	1.4

	
	女性
	738
	8.8
	3.4

	
	その他
	7
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	0.0

	
	20～29歳
	73
	8.2
	1.4

	
	30～39歳
	92
	9.8
	0.0

	
	40～49歳
	160
	11.3
	0.0

	
	50～59歳
	178
	6.2
	1.7

	
	60～69歳
	309
	10.0
	1.6

	
	70～79歳
	324
	9.6
	4.0

	
	80歳以上
	169
	9.5
	6.5




６．外国人の人権についておたずねします
問13．日本に居住する外国人に関することで、人権上、特に問題だと思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
日本に居住する外国人に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が42.9％で最も高く、次いで「習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと」が38.6％、「年金や医療保険等が、日本人と同じように適用されないこと」が29.2％となっています。
就労や習慣等の違いに対して問題意識が高くみられます。事業者等へ外国人の人権を守るための啓発を進めていくとともに、多文化共生の取り組みを行い、違いを認めて協力して共に暮らしやすい「まちづくり」をすることが求められています。
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※ヘイトスピーチとは、日本以外の特定の国や地域の出身者であることや、その子孫であることを理由
に地域社会や日本社会から排除することを扇動する不当な差別的言動をいいます。


性別にみると、男性で「習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと」、女性で「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から60～69歳までと80歳以上で「就職活動や職場において不利な扱いを受けること」、70～79歳で「習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「結婚の際、周囲から反対を受けること」、80歳以上で「選挙権がないこと」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	就職活動や職場において不利な扱いを受けること
	年金や医療保険等が、日本人と同じように適用されないこと
	選挙権がないこと
	アパート等住居への入居が容易でないこと
	習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと
	結婚の際、周囲から反対を受けること
	病院や公共施設に十分な外国語表記がないこと
	ヘイトスピーチを受けること
	その他

	性別
	男性
	582
	41.6
	30.6
	9.8
	13.2
	43.1
	6.9
	24.2
	16.3
	1.4

	
	女性
	738
	44.3
	28.5
	8.9
	14.0
	35.5
	4.7
	24.1
	15.9
	1.2

	
	その他
	7
	42.9
	28.6
	28.6
	14.3
	0.0
	14.3
	14.3
	28.6
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	42.9
	19.0
	23.8
	19.0
	28.6
	9.5
	14.3
	14.3
	0.0

	
	20～29歳
	73
	42.5
	27.4
	11.0
	11.0
	35.6
	13.7
	30.1
	24.7
	4.1

	
	30～39歳
	92
	56.5
	28.3
	8.7
	17.4
	35.9
	5.4
	21.7
	20.7
	1.1

	
	40～49歳
	160
	50.6
	25.0
	6.9
	17.5
	41.9
	7.5
	23.8
	25.6
	1.3

	
	50～59歳
	178
	46.6
	29.8
	9.0
	19.7
	44.4
	6.7
	22.5
	15.7
	1.1

	
	60～69歳
	309
	47.9
	33.7
	7.8
	12.6
	41.4
	4.5
	23.6
	18.8
	1.3

	
	70～79歳
	324
	34.9
	29.3
	7.7
	10.2
	37.0
	3.7
	22.8
	10.8
	0.9

	
	80歳以上
	169
	33.1
	28.4
	16.0
	10.7
	32.0
	4.7
	28.4
	7.1
	1.2



	単位（％）
	n
（人）
	特にない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	10.5
	19.9
	1.5

	
	女性
	738
	8.1
	25.6
	3.5

	
	その他
	7
	28.6
	28.6
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	9.5
	28.6
	4.8

	
	20～29歳
	73
	5.5
	16.4
	1.4

	
	30～39歳
	92
	9.8
	17.4
	0.0

	
	40～49歳
	160
	6.3
	17.5
	0.0

	
	50～59歳
	178
	7.9
	17.4
	1.7

	
	60～69歳
	309
	5.8
	21.4
	1.3

	
	70～79歳
	324
	12.0
	29.3
	4.3

	
	80歳以上
	169
	15.4
	31.4
	7.1




問14．外国人の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
外国人の人権を守るために、必要なことについては、「外国人の文化や伝統を尊重し、共生していける教育を進める」が42.9％で最も高く、次いで「地域住民との交流を図り、お互いに理解を深める」が42.4％、「就業機会を確保する」が28.5％となっています。
多文化共生社会を目指し、お互いに違いを認めて協力し合うとともに、学校等において、教育を進めていくことが求められています。
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性別にみると、男性で「外国人の文化や伝統を尊重し、共生していける教育を進める」、女性で「地域住民との交流を図り、お互いに理解を深める」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から40～49歳までと70～79歳で「外国人の文化や伝統を尊重し、共生していける教育を進める」、50～59歳と60～69歳、80歳以上で「地域住民との交流を図り、お互いに理解を深める」が最も高くなっています。
また、20～29歳と30～39歳で「就業機会を確保する」、60～69歳以上で「啓発活動や相談体制を充実させる」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	啓発活動や相談体制を充実させる
	就業機会を確保する
	外国人の文化や伝統を尊重し、共生していける教育を進める
	地域住民との交流を図り、お互いに理解を深める
	日常生活に必要な情報を外国語により提供する
	外国人児童生徒に教育を受ける機会をつくる
	福祉、医療等の制度を充実させる
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	27.0
	29.4
	45.9
	43.6
	22.3
	20.3
	17.9
	1.7
	8.9

	
	女性
	738
	25.2
	28.3
	41.1
	41.7
	21.1
	22.2
	21.5
	1.8
	6.4

	
	その他
	7
	28.6
	14.3
	28.6
	28.6
	14.3
	28.6
	0.0
	0.0
	28.6

	年代別
	18～19歳
	21
	14.3
	4.8
	52.4
	38.1
	33.3
	14.3
	14.3
	0.0
	9.5

	
	20～29歳
	73
	11.0
	39.7
	43.8
	35.6
	31.5
	17.8
	20.5
	4.1
	4.1

	
	[bookmark: _Hlk98168047]30～39歳
	92
	19.6
	37.0
	48.9
	33.7
	31.5
	23.9
	18.5
	2.2
	10.9

	
	40～49歳
	160
	20.6
	30.0
	51.9
	39.4
	27.5
	20.0
	16.9
	2.5
	4.4

	
	50～59歳
	178
	23.0
	30.9
	42.1
	48.3
	25.3
	24.2
	17.4
	1.7
	8.4

	
	60～69歳
	309
	30.1
	31.4
	38.5
	44.3
	17.2
	25.6
	23.0
	1.9
	4.2

	
	70～79歳
	324
	29.0
	26.2
	42.9
	42.3
	18.5
	17.0
	19.4
	0.6
	9.0

	
	80歳以上
	169
	32.5
	19.5
	39.6
	45.0
	14.8
	21.3
	20.7
	1.8
	12.4



	単位（％）
	n（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	15.1
	1.7

	
	女性
	738
	17.9
	3.8

	
	その他
	7
	42.9
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	19.0
	0.0

	
	20～29歳
	73
	15.1
	2.7

	
	30～39歳
	92
	13.0
	0.0

	
	40～49歳
	160
	16.9
	1.3

	
	50～59歳
	178
	13.5
	1.1

	
	60～69歳
	309
	16.8
	1.6

	
	70～79歳
	324
	19.1
	4.9

	
	80歳以上
	169
	18.3
	6.5




７．インターネットやSNSによる人権侵害についておたずねします
問15．インターネットやＳＮＳに関することで、人権上、特に問題だと思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
インターネットやＳＮＳに関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「他人の誹謗中傷や差別的表現等を掲載すること」が74.1％で最も高く、次いで「個人情報が流出していること」が49.6％、「出会い系サイト等犯罪を誘発する場となっていること」が48.9％となっています。
インターネット上での誹謗中傷や個人情報の流出、犯罪の誘発などに対して問題意識が高くみられます。インターネットの利用方法やモラル等について、啓発の強化や犯罪を未然に防ぐための規制等が求められています。
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※「ＳＮＳ」とは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、インターネットを通し、人と人との輪をつなげていくことを目的としたコミュニティ型のサービスをいいます。


性別にみると、男性と女性で「他人の誹謗中傷や差別的表現等を掲載すること」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「他人の誹謗中傷や差別的表現等を掲載すること」が最も高くなっています。
また、70～79歳で「出会い系サイト等犯罪を誘発する場となっていること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	他人の誹謗中傷や差別的表現等を掲載すること
	[bookmark: _Hlk98168292]出会い系サイト等犯罪を誘発する場となっていること
	捜査の対象になっている未成年者の実名や顔写真を掲載すること
	わいせつな画像や残虐な画像を掲載すること
	個人情報が流出していること
	その他
	特にない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	74.7
	50.5
	14.6
	26.1
	50.0
	1.5
	5.8
	11.2
	2.6

	
	女性
	738
	75.1
	48.8
	19.9
	33.7
	50.0
	0.9
	4.2
	12.7
	2.8

	
	その他
	7
	42.9
	28.6
	0.0
	14.3
	42.9
	0.0
	28.6
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	90.5
	28.6
	28.6
	23.8
	52.4
	0.0
	4.8
	4.8
	0.0

	
	20～29歳
	73
	82.2
	35.6
	23.3
	23.3
	65.8
	1.4
	4.1
	4.1
	0.0

	
	30～39歳
	92
	83.7
	44.6
	20.7
	32.6
	62.0
	3.3
	4.3
	6.5
	1.1

	
	40～49歳
	160
	85.6
	38.8
	19.4
	31.9
	64.4
	0.6
	2.5
	4.4
	0.0

	
	50～59歳
	178
	84.3
	46.1
	19.1
	32.6
	61.2
	0.6
	3.4
	3.4
	2.2

	
	60～69歳
	309
	79.9
	53.7
	13.9
	32.7
	51.1
	0.6
	3.6
	10.7
	1.9

	
	70～79歳
	324
	65.7
	62.0
	13.9
	29.0
	39.8
	1.9
	7.1
	17.9
	3.7

	
	80歳以上
	169
	52.1
	43.2
	21.9
	27.2
	27.2
	1.2
	8.3
	27.2
	7.7




問16．インターネット上の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
インターネット上の人権を守るために、必要なことについては、「不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化する」が66.7％で最も高く、次いで「プロバイダに対し情報の停止・削除を求める」が48.9％、「プライバシーや名誉に関する教育・啓発を進める」が47.7％となっています。
インターネットによる人権侵害については、規制や管理方法による人権擁護を進めていくとともに、犯罪が起こりうるリスクを未然に防ぐための監視・取り締まりの強化に取り組んでいくことが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化する」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化する」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「表現の自由に関わる問題であり、慎重な対応が必要である」、30～39歳で「不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化する」、80歳以上で「相談体制を充実する」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	相談体制を充実する
	プライバシーや名誉に関する教育・啓発を進める
	プロバイダに対し情報の停止・削除を求める
	不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化する
	表現の自由に関わる問題であり、慎重な対応が必要である
	その他
	特にない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	30.9
	46.9
	52.1
	68.6
	19.4
	1.9
	5.3
	11.0
	2.4

	
	女性
	738
	28.6
	48.8
	47.6
	66.8
	23.2
	1.4
	3.5
	14.8
	3.3

	
	その他
	7
	14.3
	42.9
	28.6
	42.9
	14.3
	0.0
	28.6
	42.9
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	23.8
	52.4
	33.3
	61.9
	42.9
	0.0
	4.8
	9.5
	0.0

	
	20～29歳
	73
	23.3
	46.6
	46.6
	64.4
	32.9
	2.7
	4.1
	6.8
	0.0

	
	30～39歳
	92
	23.9
	55.4
	59.8
	80.4
	20.7
	2.2
	3.3
	7.6
	1.1

	
	40～49歳
	160
	28.1
	55.6
	57.5
	74.4
	21.3
	1.9
	2.5
	6.3
	0.0

	
	50～59歳
	178
	20.8
	55.1
	60.1
	74.2
	18.0
	4.5
	3.9
	7.3
	2.2

	
	60～69歳
	309
	31.7
	47.9
	56.6
	73.1
	18.1
	1.0
	2.3
	10.4
	2.3

	
	70～79歳
	324
	31.5
	42.9
	45.7
	63.6
	19.4
	0.3
	6.2
	18.2
	4.0

	
	80歳以上
	169
	39.1
	38.5
	22.5
	46.2
	27.8
	1.2
	7.1
	28.4
	7.7




８．性的マイノリティ（LGBT等）の人権についておたずねします
問17．性的マイノリティに関することで、人権上、特に問題だと思うのはどのようなことですか。次の中から３つまでお選びください。
性的マイノリティに関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「性的マイノリティについて理解が足りないこと」が50.3％で最も高く、次いで「差別的な言動（悪口、いやがらせ等）を受けること」が48.6％、「就職や職場等での不利・不当な扱いを受けること」が31.9％となっています。
差別的発言や理解が足りていないことに対して問題意識が高くみられます。性的マイノリティについて広く周知していくとともに、被害にあった人への支援体制の整備を進めていくことが求められています。
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※「ＬＧＢＴ」とは、以下の頭文字を組み合わせた言葉で、性的少数者（セクシュアルマイノリティ）を表す言葉の一つです。
	Ｌ　レズビアン（Lesbian）
	女性の同性愛者

	Ｇ　ゲイ（Gay）
	男性の同性愛者

	Ｂ　バイセクシュアル（Bisexual）
	両性愛者

	Ｔ　トランスジェンダー（Transgender）
	「心の性」と「身体の性」が一致しないため「身体の性」に違和感を持つ人


性的マイノリティには、ＬＧＢＴの方以外にも、男女どちらにも恋愛感情を抱かない人や、自分自身の性を決められない、分からない人等、様々な人がいます。


性別にみると、男性と女性で「性的マイノリティについて理解が足りないこと」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から60～69歳までで「性的マイノリティについて理解が足りないこと」、70～79歳以上で「差別的な言動（悪口、いやがらせ等）を受けること」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「同性パートナーとの関係や同性婚が認められない等の法的整備に十分でないこと」と「本人や家族の結婚に関して、周りから反対されること」、30～39歳で「同性パートナーとの関係や同性婚が認められない等の法的整備に十分でないこと」、80歳以上で「就職や職場等での不利・不当な扱いを受けること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	差別的な言動（悪口、いやがらせ等）を受けること
	性的マイノリティについて理解が足りないこと
	就職や職場等での不利・不当な扱いを受けること
	[bookmark: _Hlk98168723]同性パートナーとの関係や同性婚が認められない等の法的整備に十分でないこと
	アパート等の入居や宿泊を拒否されること
	本人や家族の結婚に関して、周りから反対されること
	その他
	特にない
	わからない

	性別
	男性
	582
	49.0
	49.5
	34.2
	22.2
	7.2
	8.9
	1.0
	12.0
	24.1

	
	女性
	738
	49.7
	51.6
	30.9
	28.6
	8.5
	9.2
	0.8
	6.8
	24.3

	
	その他
	7
	14.3
	42.9
	0.0
	28.6
	14.3
	0.0
	28.6
	42.9
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	57.1
	71.4
	19.0
	61.9
	0.0
	14.3
	4.8
	0.0
	9.5

	
	20～29歳
	73
	50.7
	53.4
	28.8
	41.1
	8.2
	21.9
	1.4
	6.8
	17.8

	
	30～39歳
	92
	55.4
	57.6
	27.2
	43.5
	9.8
	13.0
	1.1
	12.0
	10.9

	
	40～49歳
	160
	56.3
	60.6
	30.6
	34.4
	8.8
	13.1
	1.3
	5.0
	15.0

	
	50～59歳
	178
	50.0
	61.2
	29.8
	34.8
	7.9
	6.2
	1.7
	9.0
	16.9

	
	60～69歳
	309
	48.9
	53.7
	35.0
	23.3
	8.1
	7.1
	0.6
	7.4
	25.6

	
	70～79歳
	324
	43.8
	40.1
	30.6
	15.7
	7.7
	6.5
	0.3
	10.5
	35.8

	
	80歳以上
	169
	47.9
	37.3
	40.8
	11.8
	7.7
	8.3
	1.2
	14.2
	27.2



	単位（％）
	n（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	2.6

	
	女性
	738
	3.7

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0

	
	20～29歳
	73
	1.4

	
	30～39歳
	92
	1.1

	
	40～49歳
	160
	0.0

	
	50～59歳
	178
	2.8

	
	60～69歳
	309
	2.3

	
	70～79歳
	324
	4.0

	
	80歳以上
	169
	8.9




問18．性的マイノリティの人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
性的マイノリティの人権を守るために、必要なことについては、「学校において、理解を深めるための教育を進める」が42.9％で最も高く、次いで「働きやすい職場環境をつくる」が34.8％、「啓発活動や相談窓口を充実させる」が32.6％となっています。
性的マイノリティを持つ人が地域で生きやすい社会を目指すため、市民が正しい知識を持てるよう学校等をはじめとした教育の推進や職場等での差別をなくすための啓発活動の強化が求められています。
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性別にみると、男性と女性で「学校において、理解を深めるための教育を進める」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「学校において、理解を深めるための教育を進める」が最も高くなっています。
また、20～29歳と30～39歳で「同性カップルを公認する制度をつくる」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	啓発活動や相談窓口を充実させる
	学校において、理解を深めるための教育を進める
	トイレや更衣室等、性別を問わない生活しやすい環境を整える
	申請書等の不要な性別欄について配慮する
	働きやすい職場環境をつくる
	同性カップルを公認する制度をつくる
	その他
	特にない
	わからない

	性別
	男性
	582
	36.9
	42.3
	28.9
	16.5
	33.3
	15.8
	0.9
	11.5
	22.9

	
	女性
	738
	29.8
	44.0
	32.5
	18.0
	37.1
	20.2
	1.1
	6.2
	23.2

	
	その他
	7
	14.3
	28.6
	28.6
	14.3
	14.3
	0.0
	0.0
	42.9
	28.6

	年代別
	18～19歳
	21
	19.0
	57.1
	42.9
	19.0
	23.8
	38.1
	0.0
	0.0
	19.0

	
	20～29歳
	73
	17.8
	49.3
	38.4
	23.3
	32.9
	38.4
	1.4
	8.2
	20.5

	
	30～39歳
	92
	25.0
	48.9
	38.0
	23.9
	29.3
	33.7
	2.2
	10.9
	13.0

	
	40～49歳
	160
	28.1
	51.2
	37.5
	20.0
	40.0
	28.1
	2.5
	4.4
	16.3

	
	50～59歳
	178
	29.2
	42.1
	34.8
	25.3
	34.8
	21.3
	1.7
	7.3
	15.7

	
	60～69歳
	309
	36.6
	40.5
	31.4
	15.9
	35.9
	15.9
	0.3
	7.4
	24.9

	
	70～79歳
	324
	36.7
	38.6
	23.5
	11.7
	35.2
	9.3
	0.3
	10.5
	30.6

	
	80歳以上
	169
	39.6
	42.6
	25.4
	13.6
	36.7
	7.1
	0.6
	12.4
	26.6



	単位（％）
	n（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	2.6

	
	女性
	738
	3.7

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0

	
	20～29歳
	73
	1.4

	
	30～39歳
	92
	1.1

	
	40～49歳
	160
	0.0

	
	50～59歳
	178
	3.9

	
	60～69歳
	309
	2.3

	
	70～79歳
	324
	4.3

	
	80歳以上
	169
	7.1




９．犯罪被害者やその家族に関する人権についておたずねします
問19．犯罪被害者やその家族に関することで、人権上、特に問題だと思うことはどんなことですか。次の中から３つまでお選びください。
犯罪被害者やその家族に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりすること」が65.0％で最も高く、次いで「報道等により、私生活の平穏が保たれなくなること」が61.3％、「犯罪行為によって精神的・経済的な負担等を受けること」が55.9％となっています。
犯罪行為による直接的な被害に加え、うわさや誤解を招く誹謗・中傷による精神的な負担、生活のしづらさに対して問題意識が高くみられます。犯罪被害者の立場を配慮した上で、プライバシー等の保護や相談に取り組み、平穏な生活ができるよう支援することが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりすること」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳と40～49歳以上で「事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりすること」、30～39歳で「報道等により、私生活の平穏が保たれなくなること」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりすること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	犯罪行為によって精神的・経済的な負担等を受けること
	事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりすること
	刑事裁判手続きにおいて、必ずしも被害者の声が十分に反映されるわけでないこと
	報道等により、私生活の平穏が保たれなくなること
	本人や家族の結婚に関して、周りから反対されること
	その他
	特にない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	56.5
	63.2
	31.4
	58.8
	6.9
	0.7
	7.6
	11.0
	4.5

	
	女性
	738
	56.4
	68.0
	27.6
	64.6
	8.4
	0.3
	4.7
	12.3
	3.8

	
	その他
	7
	57.1
	14.3
	0.0
	42.9
	0.0
	14.3
	28.6
	28.6
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	52.4
	61.9
	23.8
	57.1
	9.5
	0.0
	4.8
	9.5
	4.8

	
	20～29歳
	73
	56.2
	76.7
	21.9
	67.1
	9.6
	1.4
	5.5
	8.2
	1.4

	
	30～39歳
	92
	62.0
	68.5
	31.5
	70.7
	6.5
	0.0
	5.4
	8.7
	1.1

	
	40～49歳
	160
	62.5
	68.8
	38.1
	61.3
	4.4
	1.9
	3.8
	9.4
	2.5

	
	50～59歳
	178
	60.1
	65.2
	36.5
	62.4
	6.7
	0.6
	5.6
	9.0
	1.1

	
	60～69歳
	309
	55.3
	66.0
	31.7
	63.4
	5.8
	0.0
	4.9
	11.7
	5.2

	
	70～79歳
	324
	53.4
	63.3
	22.5
	62.0
	8.0
	0.3
	6.2
	15.4
	5.9

	
	80歳以上
	169
	52.7
	62.1
	24.3
	53.3
	14.2
	0.0
	11.2
	13.6
	6.5




10．働く人の人権についておたずねします
問20．働く人に関することで、人権上、特に問題だと思うことはどんなことですか。次の中から３つまでお選びください。
働く人に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと等）の差があること」が53.0％で最も高く、次いで「長時間労働が常態化して、仕事と生活の調和が保てないこと」が41.1％、「休暇が取りづらいこと」が34.4％となっています。
正規雇用と非正規雇用の待遇の差や長時間労働、休暇の取りづらさについて問題意識が高いことがみられます。企業へ従業者の働き方について、人権が侵害されることのない環境づくりのための啓発を進めていくとともに、被害にあった人への相談体制や救済措置の整備が求められています。
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性別にみると、男性と女性で「正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと等）の差があること」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から40～49歳までで「長時間労働が常態化して、仕事と生活の調和が保てないこと」、50～59歳以上で「正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと等）の差があること」が最も高くなっています。
また、20～29歳と30～39歳で「長時間労働が常態化して、仕事と生活の調和が保てないこと」と「休暇が取りづらいこと」、60～69歳で「正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと等）の差があること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n（人）
	長時間労働が常態化して、仕事と生活の調和が保てないこと
	正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと等）の差があること
	休暇が取りづらいこと
	性別・国籍等により待遇にちがいがあること
	職場内でパワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)等があること
	退職を勧奨されたり、不当に解雇されたりすること
	病気や障がいに関して、職場の配慮を受けられないこと
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	42.1
	56.0
	31.8
	17.5
	31.4
	21.8
	17.9
	2.1
	8.9

	
	女性
	738
	40.8
	51.4
	37.5
	14.5
	31.7
	19.8
	22.2
	1.5
	5.7

	
	その他
	7
	42.9
	42.9
	0.0
	14.3
	28.6
	28.6
	14.3
	14.3
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	42.9
	38.1
	33.3
	14.3
	33.3
	9.5
	23.8
	0.0
	4.8

	
	20～29歳
	73
	61.6
	34.2
	52.1
	15.1
	41.1
	5.5
	16.4
	9.6
	6.8

	
	30～39歳
	92
	64.1
	45.7
	54.3
	13.0
	35.9
	12.0
	17.4
	4.3
	2.2

	
	40～49歳
	160
	47.5
	35.0
	40.0
	14.4
	41.9
	16.9
	21.3
	3.8
	5.6

	
	50～59歳
	178
	34.8
	53.4
	41.0
	18.0
	39.9
	16.9
	17.4
	1.7
	7.3

	
	[bookmark: _Hlk98169547]60～69歳
	309
	35.0
	65.4
	31.4
	16.2
	31.4
	21.4
	21.0
	0.0
	5.2

	
	70～79歳
	324
	37.0
	56.2
	27.5
	17.3
	24.7
	25.9
	20.7
	0.9
	9.6

	
	80歳以上
	169
	40.8
	58.0
	26.0
	13.6
	20.1
	30.8
	22.5
	0.6
	10.1



	単位（％）
	n（人）
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	6.2
	4.0

	
	女性
	738
	8.7
	3.5

	
	その他
	7
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	14.3
	9.5

	
	20～29歳
	73
	6.8
	1.4

	
	30～39歳
	92
	3.3
	1.1

	
	40～49歳
	160
	5.0
	1.9

	
	50～59歳
	178
	4.5
	1.7

	
	60～69歳
	309
	6.5
	4.2

	
	70～79歳
	324
	10.8
	5.2

	
	80歳以上
	169
	11.2
	5.3




11．新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害についておたずね
します
問21．新型コロナウイルス感染症に関することで、人権上、特に問題だと思うのはどんなことですか。次の中から３つまでお選びください。
新型コロナウイルス感染症に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「感染者やその家族について、うわさされたり、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること」が71.1％で最も高く、次いで「感染者の子どもが、いじめられたり登校・登園を拒否されたりすること」が50.8％、「感染者やその家族の情報がインターネットに掲載されたり、書き込みをされたりすること」が39.4％となっています。
根拠のないうわさや誹謗中傷による差別・偏見に対して問題意識が高くみられます。誤った認識から不当な扱いを受けてしまうため、正しい知識の情報発信等の理解促進に向けた取り組みが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「感染者やその家族について、うわさされたり、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「感染者やその家族について、うわさされたり、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「他の都道府県からの移動者が嫌がらせをされること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	感染者やその家族について、うわさされたり、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること
	感染者やその家族の情報がインターネットに掲載されたり、書き込みをされたりすること
	感染者の子どもが、いじめられたり登校・登園を拒否されたりすること
	医療従事者等の家族が出勤や店舗等への入店を断られること
	いわれのない誹謗中傷（ひどい悪口）により店舗等の営業を妨げられること
	他の都道府県からの移動者が嫌がらせをされること
	その他
	特にない
	わからない

	性別
	男性
	582
	69.1
	40.4
	49.0
	29.4
	21.1
	12.9
	1.0
	7.6
	7.7

	
	女性
	738
	74.3
	39.4
	52.8
	29.9
	22.9
	15.4
	0.7
	5.0
	6.6

	
	その他
	7
	42.9
	28.6
	28.6
	42.9
	28.6
	14.3
	28.6
	28.6
	28.6

	年代別
	18～19歳
	21
	71.4
	47.6
	14.3
	14.3
	14.3
	19.0
	0.0
	4.8
	4.8

	
	20～29歳
	73
	78.1
	50.7
	35.6
	16.4
	27.4
	23.3
	1.4
	2.7
	8.2

	
	30～39歳
	92
	80.4
	47.8
	55.4
	30.4
	19.6
	16.3
	3.3
	3.3
	7.6

	
	40～49歳
	160
	76.3
	45.6
	48.8
	24.4
	18.1
	18.1
	1.3
	5.0
	4.4

	
	50～59歳
	178
	72.5
	44.9
	45.5
	36.0
	24.2
	17.4
	1.1
	4.5
	5.6

	
	60～69歳
	309
	72.5
	37.2
	50.8
	34.3
	22.7
	12.0
	0.0
	6.5
	6.1

	
	70～79歳
	324
	67.6
	35.5
	55.9
	31.5
	22.2
	10.8
	0.6
	7.4
	9.0

	
	80歳以上
	169
	67.5
	32.0
	59.8
	24.9
	23.1
	13.0
	1.2
	9.5
	8.9



	単位（％）
	n
（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	3.8

	
	女性
	738
	3.4

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	4.8

	
	20～29歳
	73
	1.4

	
	30～39歳
	92
	1.1

	
	40～49歳
	160
	1.3

	
	50～59歳
	178
	1.1

	
	60～69歳
	309
	3.9

	
	70～79歳
	324
	5.6

	
	80歳以上
	169
	5.9




12．東日本大震災等の被災者に関する人権についておたずねします
問22．東日本大震災等の被災者に関することで、人権上、特に問題だと思うのはどんなことですか。次の中から３つまでお選びください。
東日本大震災等の被災者に関することで、人権上、特に問題だと思うことについては、「被災者が生産した食品等が風評被害をうけること」が65.0％で最も高く、次いで「被災者ということで、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること」が50.3％、「他の都道府県で嫌がらせをされること」が38.1％となっています。
被災地であることによる風評被害や誹謗中傷に対して問題意識が高くみられます。正しい知識と情報を発信していくとともに、被災者の人権に対する認識を高めるための啓発活動に取り組んでいくことが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「被災者が生産した食品等が風評被害をうけること」が最も高くなっています。
年代別にみると、全ての年代で「被災者が生産した食品等が風評被害をうけること」が最も高くなっています。
また、20～29歳で「他の都道府県で嫌がらせをされること」と「他の都道府県からの移住者が地域に溶け込めないこと」、30～39歳で「他の都道府県で嫌がらせをされること」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	被災者ということで、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりすること
	被災者ということで、いじめられたり登校・登園を拒否されたりする（した）こと
	被災者が生産した食品等が風評被害をうけること
	他の都道府県で嫌がらせをされること
	他の都道府県からの移住者が地域に溶け込めないこと
	その他
	特にない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	50.3
	35.2
	63.7
	35.9
	16.5
	2.1
	13.4
	6.9
	3.4

	
	女性
	738
	51.5
	35.2
	67.1
	40.5
	19.5
	2.2
	9.1
	6.1
	3.0

	
	その他
	7
	14.3
	0.0
	42.9
	28.6
	14.3
	28.6
	42.9
	14.3
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	57.1
	4.8
	66.7
	42.9
	9.5
	0.0
	19.0
	0.0
	4.8

	
	20～29歳
	73
	50.7
	26.0
	61.6
	45.2
	28.8
	4.1
	8.2
	4.1
	1.4

	
	30～39歳
	92
	51.1
	33.7
	59.8
	50.0
	16.3
	0.0
	13.0
	8.7
	1.1

	
	40～49歳
	160
	51.2
	34.4
	65.6
	37.5
	16.9
	1.3
	9.4
	6.9
	1.3

	
	50～59歳
	178
	53.4
	36.5
	62.4
	37.6
	14.0
	2.8
	9.6
	5.1
	1.7

	
	60～69歳
	309
	53.1
	37.2
	68.9
	39.8
	12.3
	1.9
	9.7
	5.5
	3.9

	
	70～79歳
	324
	48.1
	37.7
	65.4
	36.7
	23.1
	2.8
	11.1
	7.1
	4.3

	
	80歳以上
	169
	48.5
	33.7
	67.5
	31.4
	22.5
	1.8
	16.6
	8.9
	4.7





13．人権擁護の取組や啓発についておたずねします
問23．不当な差別を解消し、人権尊重のまちづくりに対する市民の理解を深めるため、特にどのようなことに取り組んでいくことが必要だと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
不当な差別を解消し、人権尊重のまちづくりに対する市民の理解を深めるため、特にどのようなことに取り組んでいくことが必要だと思うかについては、「社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実」が45.0％で最も高く、次いで「人権侵害を受けた人を救済する制度の充実」が42.0％、「相談体制の充実」が35.3％となっています。
社会的に弱い立場にある人への支援や被害に受けた人を救済する制度について問題意識が高くみられます。今後、人権尊重のまちづくりを進めていくために、人権侵害を受けた人や社会的に弱い立場にある人への支援及び相談体制を強化していくことが求められています。
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性別にみると、男性で「人権侵害を受けた人を救済する制度の充実」、女性で「社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳と30～39歳で「幼児期から、多様な個性を認めあえる人権教育の推進」、40～49歳と60～69歳で「人権侵害を受けた人を救済する制度の充実」、50～59歳と70～79歳以上で「社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実」が最も高くなっています。
また、20～29歳と30～39歳で「幼児期から、多様な個性を認めあえる人権教育の推進」、80歳以上で「広報活動の推進」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	広報活動の推進
	相談体制の充実
	人権侵害を受けた人を救済する制度の充実
	情報の収集・提供の充実
	国、県、市町村、民間団体等の関係機関による連携と一体的な啓発の推進
	幼児期から、多様な個性を認めあえる人権教育の推進
	人権にかかわりの深い職業の従事者に対する人権教育の推進
	社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実
	その他

	性別
	男性
	582
	23.0
	37.3
	44.8
	15.6
	34.4
	34.0
	12.7
	44.7
	1.0

	
	女性
	738
	15.4
	35.0
	41.2
	18.0
	32.0
	34.8
	15.0
	46.6
	1.2

	
	その他
	7
	0.0
	28.6
	28.6
	0.0
	28.6
	28.6
	14.3
	57.1
	28.6

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0
	38.1
	57.1
	19.0
	28.6
	33.3
	14.3
	47.6
	0.0

	
	20～29歳
	73
	9.6
	28.8
	42.5
	15.1
	21.9
	50.7
	12.3
	41.1
	1.4

	
	30～39歳
	92
	10.9
	31.5
	38.0
	20.7
	30.4
	53.3
	15.2
	42.4
	1.1

	
	40～49歳
	160
	15.6
	36.9
	45.0
	17.5
	30.0
	39.4
	11.9
	39.4
	2.5

	
	50～59歳
	178
	12.4
	37.1
	46.6
	15.2
	30.9
	35.4
	14.0
	50.0
	1.1

	
	60～69歳
	309
	19.1
	35.3
	43.4
	17.8
	33.7
	37.2
	15.2
	42.7
	0.6

	
	70～79歳
	324
	23.5
	36.1
	39.2
	16.7
	38.0
	28.7
	13.6
	49.1
	0.9

	
	80歳以上
	169
	29.0
	40.8
	43.2
	14.8
	34.9
	17.2
	13.6
	49.7
	1.8



	単位（％）
	n
（人）
	必要ない
	わからない
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	1.0
	7.7
	1.9

	
	女性
	738
	0.3
	10.8
	1.9

	
	その他
	7
	0.0
	0.0
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	4.8
	4.8
	0.0

	
	20～29歳
	73
	1.4
	15.1
	1.4

	
	30～39歳
	92
	0.0
	9.8
	0.0

	
	40～49歳
	160
	1.3
	7.5
	0.0

	
	50～59歳
	178
	1.1
	7.3
	0.6

	
	60～69歳
	309
	0.0
	10.4
	1.6

	
	70～79歳
	324
	0.6
	9.6
	3.4

	
	80歳以上
	169
	0.0
	10.1
	4.7




問24．人権に対する理解を高めていくためには、人権啓発を今後どのように進めていけば良いと思いますか。次の中から３つまでお選びください。
人権に対する理解を高めていくためには、人権啓発を今後どのように進めていけば良いと思うかについては、「学校における人権教育を進める」が66.1％で最も高く、次いで「市の広報誌・ホームページ等による啓発を行う」が44.1％、「テレビ・ラジオを通じた啓発を行う」が35.7％となっています。
人権啓発を進めていくために、学校教育等での早い段階からの人権教育やホームページ等での啓発の強化に取り組んでいくことが求められています。
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性別にみると、男性と女性で「学校における人権教育を進める」が最も高くなっています。
年代別にみると、20～29歳から70～79歳までで「学校における人権教育を進める」、80歳以上で「市の広報誌・ホームページ等による啓発を行う」が最も高くなっています。
また、20～29歳と30～39歳で「インターネットやＳＮＳによる啓発を行う」、70～79歳と80歳以上で「新聞・雑誌を通じた啓発を行う」、80歳以上で「講演会や研修会を開催する」と「新聞・雑誌を通じた啓発を行う」が他の年代よりも高くなっています。

	単位（％）
	n
（人）
	講演会や研修会を開催する
	市の広報誌・ホームページ等による啓発を行う
	テレビ・ラジオを通じた啓発を行う
	人権についてわかりやすい冊子やＤＶＤ等を活用した啓発を行う
	新聞・雑誌を通じた啓発を行う
	学校における人権教育を進める
	インターネットやＳＮＳによる啓発を行う
	その他
	特にない

	性別
	男性
	582
	24.4
	43.0
	38.7
	20.1
	20.6
	66.7
	19.6
	2.4
	7.9

	
	女性
	738
	21.5
	46.6
	34.1
	16.1
	20.3
	67.8
	22.0
	2.6
	8.4

	
	その他
	7
	14.3
	14.3
	71.4
	0.0
	14.3
	57.1
	42.9
	14.3
	14.3

	年代別
	18～19歳
	21
	14.3
	19.0
	38.1
	4.8
	28.6
	66.7
	52.4
	0.0
	9.5

	
	20～29歳
	73
	20.5
	23.3
	26.0
	13.7
	15.1
	71.2
	41.1
	5.5
	11.0

	
	30～39歳
	92
	15.2
	37.0
	33.7
	10.9
	16.3
	78.3
	40.2
	3.3
	9.8

	
	40～49歳
	160
	13.8
	36.3
	38.8
	10.6
	18.1
	74.4
	33.1
	2.5
	7.5

	
	50～59歳
	178
	14.6
	45.5
	37.6
	18.0
	12.9
	72.5
	29.8
	3.4
	6.7

	
	60～69歳
	309
	25.6
	48.2
	40.1
	17.5
	18.1
	65.4
	15.5
	1.6
	7.4

	
	70～79歳
	324
	26.9
	50.6
	33.6
	21.6
	25.6
	66.4
	9.9
	3.1
	8.0

	
	80歳以上
	169
	33.1
	52.7
	35.5
	24.9
	27.8
	52.1
	7.1
	1.2
	10.7


※「ＳＮＳ」とは、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、インターネットを通し、人と人との輪をつなげていくことを目的としたコミュニティ型のサービスをいいます。

	単位（％）
	n
（人）
	不明・無回答

	性別
	男性
	582
	2.6

	
	女性
	738
	2.4

	
	その他
	7
	0.0

	年代別
	18～19歳
	21
	0.0

	
	20～29歳
	73
	2.7

	
	30～39歳
	92
	0.0

	
	40～49歳
	160
	0.6

	
	50～59歳
	178
	2.2

	
	60～69歳
	309
	3.6

	
	70～79歳
	324
	2.2

	
	80歳以上
	169
	4.7




14．あなた自身のことについておたずねします
問１．あなたの性別を教えてください。
性別については、「女性」が54.5％で最も高く、次いで「男性」が43.0％、「その他」が0.5％となっています。
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問２．あなたの年齢を教えてください。
年齢については、「70～79歳」が23.9％で最も高く、次いで「60～69歳」が22.8％、「50～59歳」が13.2％となっています。
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問３．あなたのお仕事を教えてください。
お仕事については、「常勤」が28.0％で最も高く、次いで「主に家事に従事」が19.7％、「職業についていない」が18.3％となっています。
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自由記述
問４．人権問題について、思うこと、伝えたいことがあれば、ご自由にお書きください。

	回　答　内　容

	人権問題について、ふだん考えることがありませんでしたが、この調査を通して、少しですが人権について考えることができました。ありがとうございました。一番必要な事は、子ども達が学校教育の中で発達段階に応じて、人権教育をしていくことが大切な事だと思いました。

	なぜ、いじめられたり体罰や暴力を受けた側がにげたり、かくれたりしなければいけないのか？する側に問題があり、精神的に何か、人を傷つけてしまう原因があるのではないか？カウンセリングや教育をしっかりとし、いじめ・体罰・暴力は、はずかしい事、いけない事、自分が未熟である事など、理解し、周りも考える必要があると感じています。多くの方たちが、疑問に思ったり、理解する場が増えると良いです。

	人権について、改めて考えさせられました。以前、職場で１人の男性が「適応障がい」と診断され、突然やめることになりました。その方にとっては、とてもお辛いことだったと思います。しかし、その方がいなくなることで、他の人が仕事量をふやさざるをえなくなりました。適応障がいになった方へ、不満の声をあげる人もいました。“障がい者の人権”と“働く人の人権”が対じしてしまったと思いました。“人権を尊重する”ということが、具体的にどういうことかもう一度考えてみたいと思いますし、これまで、そういう機会はあまりなかったように思いました。

	“十人十色”の故事通り、一人一人の個性を尊重すべき、そして尊重されるべき社会基盤の中で、未だ、地方の古いしきたり、慣習の様なものが当地では残っているのが否めない。21世紀、時代は刻々と進化しています。常に前向きなより住みよい街作りを願って居ります。

	外国人の旅行者には「おもてなし」で良い印象で帰国してもらい、一方外国人の労働者には、劣悪な環境・条件で逃亡、犯罪等のニュースが度々見かけ、この「差」「差別」は日本人の心を考えさせられます。

	人権問題については、実際自分が経験しないでその傷みや悩みを簡単に理解することは難しいと思う。ただ今の時代は、このことに悩み苦しんでいる人が実在しているのも事実だと思う。特に子どもの体罰や育児放棄、虐待は決して許されるものではないと思う。決して許されない行為を認識して安心して暮らせる市政づくりを、地道に進めて欲しいと思います。（スローガンにだけ、こだわらずに！）

	全て人権問題のことについて、幼児期の教育が必要だと思います。又、家庭環境の核家族化が進み、他人に対してのおもいやりも減っていると感じる。もっと他者（多種多様）とのかかわりあいを増やすことも重要だと思う。核家族化で子育てをするとワンオペで母親ばかりに負担が増え、子供にまで手が回らず子供の愛着形成が低くなることが子供が大人になったときに他人を差別しやすくなるのではないかと思う。

	“多様性”とはよく聞く言葉だが、多様性をもっと広めるならば、多様性に理解がある人をリーダーにしたり、幅広い世代の人たちが生きやすい社会になるために尊重することを学べる機会をつくってほしい。

	南相馬市では、一人一人が人権を理解し、人権尊重する教育は行われていません。人権教育は、実際に自分と他人の人権を守るための力や手段を身につけ、社会において人権を守る態度や実践できる力を育むことが大切です。つまり、人権について深く理解し、人権尊重を実現する行動に向かう態度を育成する具体的な教育が必要です。




	東日本大震災後にすぐ被災した夫の親の世話をする人がいないという理由で他県より引っ越しをしてきましたが、ここの人間ではないという事で（部落）の人達から差別されたり子どもがいじめられたりという事がありました。現在はいじめはありませんが、このような思いをする人が少しでもいなくなればと思います。

	数年前まで他県に住んでおり、久しぶりに地元に帰ってきて生活をしてみると、都会と比べて考え方や理解が少し遅れていると感じました。もちろん、近所や親戚といった地域での関わりは強く、孤独感といったものは感じないが、一方で女性は結婚するのが幸せ、家事をするのがあたり前といった女性の自由を脅かす考えがどの年齢層にもまだ根強くあるんだなと思いました。もう一つは震災後の保障やお金について。地域により「あそこの人は多くもらった」「30km圏外はなぜこんなにも保障が少ないのか」といった声をよく聞くので、なぜ差があるのかがわかりやすく調べられたり、説明があったりと都会と比べて人数が少ない南相馬市ならできるハズでは？と感じてしまった。理解が深まれば１つとなり、団結力が高まり、本当に心の底から復興したな！と感じられるようになるのではないでしょうか。人権問題からズレていたら申し訳ありません。南相馬市がより良くなりますように。

	障害者の判断基準としてその人を労働者の１人と考えるのか、１企業に支援金、助成金を出す事で採用を拡大しても、他の常勤職員のストレスになっているのではないか等、社会として考えなければならないのではないかと思う。それであれば、市の事業として障害者の社会参加も大切だが、最後まで就労できる場の検討をされてもよいのではないかとも思う。

	相手を思いやる気持ちがあれば、大きな人権の侵害や問題は、少なくなると思います。私は形で表わすため「シトラスリボン」というものを作り、身につけて、「私は差別なく周囲の方を迎えいれる気持ちがありますよ」と意思を表わすようにしています。

	高齢者の方にLGBTを差別や悪く言われる方が多いと思います。昔はLGBTの方は心を押し殺して生活をしていたと思うので、近年になってLGBTの方が自分らしさを出せるようになってきたので、高齢者の方は理解できないのでは？まず高齢の方に理解を求めます。障害者の方は南相馬市では外に出歩く姿を見かけません。不便な所が多いし、偏見の目で見られるのがイヤなのだと思います。田舎だと障害者数も少ないし、田舎ながらのおせっかいで好奇な目で見ているように思います。家族に車椅子でしか移動できない者がいるので、特に感じるのかもしれませんが…外食等も入口で入ることができない店が多くあります。道路もデコボコであぶないですし、そんな時に近くに助けてくれる人が多くいる南相馬市であってほしいです。

	国、地方自治体が、人権の尊重を普及啓発しても、実際は、職場・学校において人権が重要視されていないと思います。だから、ハラスメント・いじめがおき、最悪の場合、うつや自殺してしまう人々が出てくるのだと思います。人権差別に対する人間の価値観を変えなければなりません。福祉制度を利用したくても、親戚や周囲の人々から差別的扱いをされるかもしれない、ずっとスティグマがつきまとう環境があります。また、人権擁護の制度・施設があることを知らない地域住民が多くいることは、南相馬市だけではなく、日本全体で起きている問題だと思います。

	東日本大震災にて、他県での生活をしました。この様なアンケートはもっと早く時期に行なうべきではなかったか？と思いました。あれから十年以上がすぎましたが、苦い思い出が夢を見る日もあります。しかし反対にやさしく心配してくれた人たちには感謝の気持ちでいっぱいです。この経験を生かして今後の生活にて、何かできないかと思います。

	海外にいる友人（現地人）宅に何度もホームステイして感じることは、彼等の倫理観、道徳観が幼少期からしっかり家庭教育や躾として実行されていることである。従って日本人のように“旅の恥はかき捨て”的な精神構造はあまり感じられない。恥の文化と罪の文化の違いかと推察される。人権問題は、人と人との関わりから生じることであり、“３つ児の魂百までも…”の諺どおり、子供時から、家庭（親）、学校、そして地域が一体となって身につけさせるような構造（体制）の構築が肝要なのではないかと思はれる。人権問題はあくまで精神構造の問題であると考える。




	「道徳」の教育に欠けている。この様な時代だからこそ、「道徳」を身につけていくことが大切だと感じます。道徳を受ければ全て善ではありませんが、親から子へと、社会的にも家庭が基本だと思います。人と人との間というものは、面会して思い感じることでネット上では、あやしいことが、多いと思います。言葉を文字に現わして伝えることは、真実とは限りません。

	マスコミが人権を尊重しない場合が多すぎる。トラブルや、問題があった場合（争い等）どんどんマスコミがプライバシーに入ってくる場合が多く感じる。知る権利とペンの暴力のバランスがくずれている。

	人権問題は、その立場にならないと本当の辛さや大変さなどわからないと思うので、理解を深めることで、少しでも気持ちに寄り添う行動ができればいいと思います。ただ、その立場になりきれないと、権利を主張しすぎる人を見ると、嫌悪感を抱くこともあり、難しい問題だと思います。

	LGBTや障がいをもっている人、外国人などの権利について小さな頃から多様性を認める、感じられる機会があるとわかりやすく、受け入れやすいと思います。一方でLGBTなど近年使われるようになった言葉や意味は中年や高齢者世代ではなじみのないものだと思うので、そういった世代にもわかりやすく伝えられるよう、世代に合った媒体で取り上げることも大切だと思います。障がい者スポーツや外国人の文化を体験できるイベントなどを通して、市民が楽しく身近なものとして感じられる機会があると良いです（講演会や研修会も大切ですが、元々興味がある人だけではなく、イベントとコラボしたり、興味・関心が薄い人が触れる機会ができたらいいなと思います）

	他県出身で、２年前に家族で移住してきました。就職したものの、他県出身ということでパワーハラスメントを受け、会社を半年程休職していた時期があります。私の場合、職場で体制を整えてくれ、復帰することができましたが、パワハラを受けた側が受診したり、カウンセリングを受けたり、金銭的にも負担がかかることに疑問を感じます。（自分に非があるのであれば別ですが）いじめ等も同じく、する側の精神状態にも問題があると思います。（いじめ・パワハラをする側がカウンセリング等を受けるべきでは？と思います。）そういった視点を変えていかないと、こういった問題は減らないと思いますし、被害を受けた側だけが辛い思いをしている現状があると思うので、是非対策を考え直して欲しいと思います。また、若い世代は、インターネットやSNSを主に活用しているため、広報や新聞だけでなく、そういったものをもっと普及していくべきだと思うのですが、そういったSNSがあるということ自体を発信していかないと意味がないのでそこが課題ではないでしょうか。

	人権問題に関しては難しい。考え方の基本は、その人の育った時代背景が関わると思う。そして、時代時代の変化を理解し受け入れる自分を培っていくことが大切であると思う。このコロナ禍の中、人間にとって最も大切な人との関わりが疎外され、人間性を失われつつあるように思う。そんな中、機器を使用する世の中になってしまい、間接的なつながりが多くなり、相手をみて、ふれて感じることが少ない。過大な情報の中で生きていくことは大変である。高齢者と共に暮らしたりふれ合ったりすることが人権を考えるひとつでもあるかなと思ったアンケートの感想である。

	数年前、相馬農業高校の女子制服でズボンはいている女子生徒を見かけ、性的マイノリティの対応をしていると関係者から聞きました。（教師とも生徒とも書けませんので、こう書きます。）「すばらしい！」と感じました。学校も柔軟性があるし、生徒も勇気あると思います。田舎の学校なのに、生徒の気持ちに対応した点すごいです。中学から、制服がマイノリティ関係なく選択できる様になると、対応の入口が広くなると思います。

	アンケートご苦労様です。どの分野にも差別的な言動は必ず有ります。それらを少しでも解消するには、今までよりも多く公共・民間団体等との連係・テレビ・新聞・インターネット等を通じた啓発・相談体制の充実が必要だと思います。人権尊重の為、理解を深めるのは大変ですが、今後とも人権教育・啓発活動推進宜しくお願いします。今後の取り組みに期待しています。




	地域差はあるが、女性でそれなりの年齢で独身でいるとあからさまに見下される事がある（人前で「人間性に問題がある」「近所からあの家におかしい女がいると思われてるぞ」等、言われた事がある。）人生の選択肢は多様であり、それぞれの生き方が尊重されるべきであると、あらゆる世代に伝える必要があると思う。LGBTや障害者、外国人に関しては、マイノリティの人権を守る対応をした結果、マジョリティ側が不快な思いをしたり不利益を被る可能性があると思う。ささいな事でもマイノリティ側に差別だと騒がれSNS等で拡散されればマジョリティ側の人権が無視される事態も考えられる。慎重に議論すべきだと思う。東日本大震災の時は南相馬から相馬に通勤しているだけで職場で差別的な扱いを受けた（「あんな所に住んでて大丈夫なの？」「被爆してるかもしれないのにまわりに放射能をうつしたらどう責任とるつもりだ」等）。いくら情報が錯綜しているとはいえ、最低限の知識や良識を災害時は首長などが積極的に発信すべきだと思う。

	人権問題についての啓発は大切だと思います。職場や教育現場で過剰にハラスメントだと反応されて経営や、教育活動がうまく行かないという事もよく聞くのでハラスメントかそうでないのかの線引きも教える必要があると思う。身体に障がいがある人や、外国人への差別的発言はあってはならないと思います。（とくに年配の人にそういう発言をする人が多い）

	SNSなどの普及によりほんの数年前に比べると人を子供達を取り巻く環境も変わってきているように感じます。心を打たれるような感動から、無神経な誹謗中傷まで…“発言の自由はあって然るべき”です。が、自分の発する事には責任もあるのではないかと思います。今は小学生でもSNSを比較的簡単に利用できてしまう時代です。発言の自由を守りつつ、私達大人が自覚を持ち、子供達にいい影響を与えられるよう心がけたい。軽い気持ちで発信、発言したことが相手の人権を無視し傷つけることのないように…また、今の時代だからこそ周りを気にしすぎず、前向きに生きていくには、学校での教育も大切だと思います。個性は大いにあって良いと思います。先生方の仕事も近年とても大変だと聞きます。何より先生方の人権も守りつつ、半世紀前の校則に囚われず（→今の時代には合っていないのでは。と思います。見直していただけたらと思います。納得できることに子供は逆らったりしません。）子供達の人権も守られれば、そういう子供が大人になった時、結果として表われるのではないでしょうか。

	私の恋人は外国人です。今はコロナで渡航ができないので２年会えていません。SNS上では、同じ状況の方々が政府に対策をお願いしている人もいます。ですが、あくまで恋人と会う事は「観光」とみなされるらしく、まだまだ会う事はむずかしいのかな、と思っております。私の周りの人々は国際恋愛に理解がある人が多いですが、SNSには「外国人と付きあうヤツは非国民だ」などと言っている人も見ます。まだまだ差別は多くあるのだと思います。このアンケートで、外国人に関する事もあったので、とても興味深く回答することができました。ありがとうございました。

	人権問題は世界中の永遠の課題ですが、残念ながら世界中の全員がいい人に、平等になりえる事は、ありえないと思います。しかし知る必要はあります。幼少の頃より人権問題（ボランティアなど…）も学校教育に導入すべきだと考えます。スリランカ女性のウィシュマ、サンダマリさんが入国存留管理局の施設で死も…。技能実習生への虐待など…。誰もが生まれて来て良かったと思える社会、世界、日本に（福島、南相馬市）近づけるようにと強く思います。自分には人権問題に対し何が出来るのだろうかとも考えてしまいます。先ずは、正しく知る事が必要です。（正しくが難しいですが…）震災後他方より南相馬市に引っ越し、その際、どうしてあんな所に（原発）引っ越すのかと…。南相馬市ではなんでこんな所に引っ越して来たのかと…。組の区長さん宅に引っ越しの挨拶に行きましたが冷遇され…存在、人権を無視された気分になりました。又診察を受ける際にも「被災証明書」を出して下さいと言われると、なんとも複雑極める気持ちになってしまいます。これも人権？
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70～79歳(n=324)

80歳以上(n=169)

おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】
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性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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70～79歳(n=324)

80歳以上(n=169)

おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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70～79歳(n=324)

80歳以上(n=169)

おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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70～79歳(n=324)

80歳以上(n=169)

おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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80歳以上(n=169)

おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】
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性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】
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性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】
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性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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おおいにある 多少ある どちらともいえない ほとんどない 不明・無回答

【

年代別

】

【

性別

】
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高齢者差別に関すること

障がい者差別に関すること

プライバシー侵害に関すること

パワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした嫌がらせ)

セクシュアルハラスメント(性的嫌がらせ)

配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）

ひとり親であること又は両親がいないこと

結婚（独身、事実婚等）

特定の人にしつこくつきまとわれる

収入・財産等に関すること

新型コロナウイルス感染症に関すること

インターネットを悪用し、差別的な情報を掲載された

東日本大震災等の被災者であること

その他

特にない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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配偶者やパートナーからの暴力

売春・買春（援助交際も含む）

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネットやＳＮＳ等によるわ

いせつな映像・写真・情報

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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男女平等や性についての教育を充実する

女性が働きやすい社会システムにする

管理職等への配置について女性を積極的に登用する

暴力等の被害から逃れるための避難場所を整える

女性が被害者になる犯罪の取り締まりを強化する

テレビ、雑誌等のメディアが内容を配慮する

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりを

すること

親が子どもに体罰をくわえたり、育児放棄等をすること

教師が子どもに体罰をくわえたり、言葉による暴力を使った

りすること

児童買春や児童ポルノ等有害な情報があること

インターネット・携帯電話等子どもをとりまく有害な情報が

発信されていること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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子どもが被害者となる犯罪の取り締まりを強化する

インターネット等の有害情報への規制を強化する

児童虐待の発見や、その解決のための体制づくりを進める

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

病院や福祉施設の介護サービスが十分でないこと

高齢者をじゃま者扱いし、意見や行動を尊重しないこと

在宅で生活する場合の支援が十分でないこと

道路や建物の段差等により外出に支障があること

賃貸の住宅（アパート等）への入居がむずかしいこと

スポーツ、文化・地域活動等への参加する機会が少ないこと

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60

啓発活動や相談体制を充実させる

就業機会を増やす

自立して生活しやすいまちづくりを進める

他の世代との交流を進める

財産を守るための公的サービスを充実させる

高齢者に配慮した防犯・防災対策を進める

病院の看護や福祉施設での対応を改善する

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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13.5 
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0 10 20 30 40 50 60

交通機関、道路、建物等の利用に支障があること

就労の機会不足や就職活動、職場において不利な扱いを受け

ること

病院や福祉施設内でサービスが十分でないこと

意見や行動が尊重されないこと（結婚、就職等に際しての周

囲の反対等）

スポーツ、文化・地域活動等への参加する機会が少ないこと

在宅で生活する場合のサービスが十分でないこと

差別的言動があること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60

啓発活動や相談体制を充実させる

就業機会を確保する

学校教育の中で、障がいのある人について理解する教育を充

実させる

スポーツや文化活動等に参加しやすくする

安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改

善する

権利と財産を守るための公的サービスの利用を進める

障がい者に配慮した防犯・防災対策を進める

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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13.5 
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23.9 

16.0 
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9.1 
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0 10 20 30 40 50

就職活動や職場において不利な扱いを受けること

年金や医療保険等が、日本人と同じように適用されないこと

選挙権がないこと

アパート等住居への入居が容易でないこと

習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと

結婚の際、周囲から反対を受けること

病院や公共施設に十分な外国語表記がないこと

ヘイトスピーチを受けること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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16.6 
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0 10 20 30 40 50

啓発活動や相談体制を充実させる

就業機会を確保する

外国人の文化や伝統を尊重し、共生していける教育を進める

地域住民との交流を図り、お互いに理解を深める

日常生活に必要な情報を外国語により提供する

外国人児童生徒に教育を受ける機会をつくる

福祉、医療等の制度を充実させる

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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48.9 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

他人の誹謗中傷や差別的表現等を掲載すること

出会い系サイト等犯罪を誘発する場となっていること

捜査の対象になっている未成年者の実名や顔写真を掲載する

こと

わいせつな画像や残虐な画像を掲載すること

個人情報が流出していること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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29.2 

47.7 

48.9 
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

相談体制を充実する

プライバシーや名誉に関する教育・啓発を進める

プロバイダに対し情報の停止・削除を求める

不当・違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化す

る

表現の自由に関わる問題であり、慎重な対応が必要である

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60

差別的な言動（悪口、いやがらせ等）を受けること

性的マイノリティについて理解が足りないこと

就職や職場等での不利・不当な扱いを受けること

同性パートナーとの関係や同性婚が認められない等の法的整

備に十分でないこと

アパート等の入居や宿泊を拒否されること

本人や家族の結婚に関して、周りから反対されること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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42.9 

30.5 

17.2 

34.8 

17.8 
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8.6 

22.9 
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0 10 20 30 40 50

啓発活動や相談窓口を充実させる

学校において、理解を深めるための教育を進める

トイレや更衣室等、性別を問わない生活しやすい環境を整え

る

申請書等の不要な性別欄について配慮する

働きやすい職場環境をつくる

同性カップルを公認する制度をつくる

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60 70

犯罪行為によって精神的・経済的な負担等を受けること

事件が周囲のうわさになったり、好奇の目でみられたりする

こと

刑事裁判手続きにおいて、必ずしも被害者の声が十分に反映

されるわけでないこと

報道等により、私生活の平穏が保たれなくなること

本人や家族の結婚に関して、周りから反対されること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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41.1 

53.0 

34.4 

15.6 
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20.5 

20.0 
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7.0 

7.7 
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0 10 20 30 40 50 60

長時間労働が常態化して、仕事と生活の調和が保てないこと

正規雇用と非正規雇用に待遇（同一労働同一賃金でないこと

等）の差があること

休暇が取りづらいこと

性別・国籍等により待遇にちがいがあること

職場内でパワーハラスメント(職務上の地位等を背景にした

嫌がらせ)等があること

退職を勧奨されたり、不当に解雇されたりすること

病気や障がいに関して、職場の配慮を受けられないこと

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

感染者やその家族について、うわさされたり、誹謗中傷（ひ

どい悪口）をされたりすること

感染者やその家族の情報がインターネットに掲載されたり、

書き込みをされたりすること

感染者の子どもが、いじめられたり登校・登園を拒否された

りすること

医療従事者等の家族が出勤や店舗等への入店を断られること

いわれのない誹謗中傷（ひどい悪口）により店舗等の営業を

妨げられること

他の都道府県からの移動者が嫌がらせをされること

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50 60 70

被災者ということで、誹謗中傷（ひどい悪口）をされたりす

ること

被災者ということで、いじめられたり登校・登園を拒否され

たりする（した）こと

被災者が生産した食品等が風評被害をうけること

他の都道府県で嫌がらせをされること

他の都道府県からの移住者が地域に溶け込めないこと

その他

特にない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0 10 20 30 40 50

広報活動の推進

相談体制の充実

人権侵害を受けた人を救済する制度の充実

情報の収集・提供の充実

国、県、市町村、民間団体等の関係機関による連携と一体的

な啓発の推進

幼児期から、多様な個性を認めあえる人権教育の推進

人権にかかわりの深い職業の従事者に対する人権教育の推進

社会的に弱い立場にある人に対する支援、救済策の充実

その他

必要ない

わからない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）


image52.emf
22.3 

44.1 

35.7 

17.4 

20.1 

66.1 

20.6 

2.5 

8.1 

4.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

講演会や研修会を開催する

市の広報誌・ホームページ等による啓発を行う

テレビ・ラジオを通じた啓発を行う

人権についてわかりやすい冊子やＤＶＤ等を活用した啓発を

行う

新聞・雑誌を通じた啓発を行う

学校における人権教育を進める

インターネットやＳＮＳによる啓発を行う

その他

特にない

不明・無回答

（％）

（n=1,353）
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,353）

18～19歳（n=21）

20～29歳（n=73）

30～39歳（n=92）

40～49歳（n=160）

50～59歳（n=178）

60～69歳（n=309）

70～79歳（n=324）

80歳以上（n=169）

男性 女性 その他 不明・無回答

【

年代別

】
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18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

不明・無回答

（％）

(n=1,353)
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0 5 10 15 20 25 30

自営業又はその家族従業員

家業手伝い

常勤

非常勤（パート・アルバイト等）

学生

主に家事に従事

職業についていない

その他

不明・無回答

（％）

(n=1,353)


